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Synopsis   

KamakuraCityisoneofthehistoriccitiesinJapan，anditsgreenenvironmenthas  
been protected under the Historic Preservationlaw．Outside the controlled area，  

however，developmentproceeds・Especia11yln the Fukazawa andInamura即．Saki  

areas ofKamakura City threelarge preservation areas of green environment still  
remain．Thecharacterofthesethreelargegreenareasissurveyed，andhowtoutilize  

themisinvestigated．These threegreen areasinvoIve mainly secondary forest and  
Plantations．Naturalforestremainslocally around shrines and temples aswellas  
On SOme SteeP Slopes．These sitesinvoIve mainly Persea and Castanopsis forests，  

WithQuercusTnyrSnaqfbliaandZelkouaserrata・Alnusjqponicaforestremains  
Only at one place，1n a Valley bottom．Secondary forestsinclude Quercus seT・rata  

（deciduous），CaTPinus tschonoski，Aphananthe a叩era，and Cornus controuersa  

types．TheseforesttypeshaverecentlybecomescarceinKanagawaPrefecture．These  

forests are now threatened by development but need to be protected as ecosystem 
examples，eSPeCially since Kamakura Cityislocated so close tothelarge metro－  

POlitan area．This reportshouldbe a basis for protection of green environments，  

SOCialeducationandhistoricpreservationpolicyfortheKamakura area，aS Wellas  
scientific document．  

壊され，また破壊の危機に直面している。鎌倉市では，  

古都保全法により残されている地域は別として，法の  

規制がなされていない地域に，古くから残されてきた  

豊かな緑が失われつつあり，現在深刻な問題となって  

いる。無計画な開発によるこれ以上の自然破壊を防ぐ  

ためには，地域における残された自然の保全と，科学  

的な自然教育の充実が急務である。本研究では，鎌倉  

市域，とくに最後の自然環境としての三大緑地が残さ  

れている深沢・稲村ケ崎地区を対象とし，緑の現況と  

変遷について植生学的研究が行われた。日本の古都，  

鎌倉市は，古い社寺が多く，平坦地が少ないために近  

隣の各市に比べ自然がまだ残されている。また特に深  

沢・稲村ケ崎と，その周辺域は，丘陵部を中心に緑地  

が良く残されているにもかかわらず，開発規制地域で   

Ⅰ．はじめに  

近年，都市周辺域では，宅地造成を主とする開発に  

よって残されている最後の自然に近い樹林も急速に破  
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ないため，現在急速に自然が破壊されている。この地  

域は，東西・南北方向とも，ほぼ4kmの幅をもち，  

広さとしては小学生の通学限界といわれる第一次生活  

圏の範囲にはぼ相当する。したがって深沢・稲村ケ崎  

地区内の緑地についてその特徴を分析し，景観構成に  

おいてどのような位置づけにあるか，保護・利用・開  

発に際しての生態学を基盤とした生物優先の方法を考  

えることは，日本の文化の原点鎌倉の自然環境の将来  

の管理計画・保護・利用の基礎となるであろう。   

Ⅱ．調査対象地   

1．鎌倉市域の自然環境および歴史的背景  

1）自然環境：（1）位置・面積および地形：鎌倉市  

は，神奈川県南乗部，三浦半島基部に位置する。東を  

逗子市，北を横浜市栄区，西を藤沢市とそれぞれ接し，  

南西は相模湾に面する（図1）。鎌倉市，逗子市，藤  

沢市，茅ヶ崎市，平塚市は総称して湘南と呼ばれる。  

市総面積は39．53Ⅰぜである。地形は，はぼ全域に海抜  

高100m前後の丘陵が連なり，浸食による谷戸地形が  

特徴的にみられる。柏尾川沿いおよび滑川沿いに沖積  

平野，北部に洪積台地が位置するが，広い平坦地は多  

くない（青川・尾留川1967）。（2）気候（図2）：鎌  

倉市の年平均気温は15．2℃，平均降水量は1410mm  

である（平年値）。降水量は他に比べてやや少ないが，  

横浜や海老名に比較すると，冬期の降水量がやや多く，  

また夏期の降水量は少ない。月別平均気温も冬期に5  

℃以下にならず，夏期も260c程度で，他の地域より，  

冬は暖かく夏は涼しく，しのぎやすい気候であるとい  

える。（3）地質：鎌倉市の地層は，主として新第三  

紀から第四紀の三浦層群および上総層群により構成さ  

れている（見上・江藤1986a，同1986b）。三浦層群  

は逗子層，池子層に区分される。逗子層は，おもに灰  

色シルト岩で構成され，砂岩や軽石凝灰岩の薄層を伴  

う。池子層は凝灰質砂質シルト岩火砕岩互層や凝灰質  

砂岩からなる。上総層群のうち，鎌倉市に分布するの  

は浦郷層，野島層，大船層である。浦郷層は，主に，  

斜交葉理の発達した，やや末固結な褐色凝灰質砂岩か  

らなり，軽石凝灰岩（厚さ数10cm～最大4m）を挟  

む。野島層は，凝灰質シルト岩，凝灰質砂岩，凝灰岩  

が主となり，厚さ数10cm～数mの不規則な互層をつ  

くっている。大船層は灰色シルト岩を主とし，砂岩や  

軽石凝灰岩の薄層を挟む。なお，逗子層のシルト岩は  

水を通しにくいが，池子層および浦郷層の凝灰質砂岩  

や火砕岩は透水力，保水力に富む。（4）土壌：丘陵  

部は主に褐色森林土により占められる。落葉の分解は  

遅く地表には腐朽葉が厚く堆積しているため，褐色森  

林土でも乾性型と呼ばれるものに属すると考えられる。  

関東ローム層は関谷の洪積台地周辺にのみ分布がみら  

れる。2）人為的環境：（1）歴史的背景 鎌倉に人  

が住みついた記録は旧石器時代から残されている。古  

墳時代には多くの横穴古墳が作られ，後世やぐらなど  

に使用されながらも，今なおそのいくつかが残されて  

いる。鎌倉の発展は1192年の鎌倉幕府開設に始まる。  

鎌倉は武家政治の中心また当時伝来し盛んになった禅  

宗の中心として栄えた。しかし1333年鎌倉幕府が滅  

びると，町はしだいにさびれていった。江戸時代には，  

寺社参りの観光客は多く訪れながらも，往時の面影は  

失われ，半農半漁の寒村であった。参詣地として人気  

のあったのは江ノ島で，江戸・戸塚方面からは，山ノ  

内一山崎一上町屋一手広を通るルートが一般的であっ  

た。   

明治初期，鎌倉はドイツ人ベルツ博士らによって  

「健康に良い土地」「海水浴に最適」として紹介された。  

また1872年（明治5年）に東海道線，1889年（明治  

22年）に横須賀線が開通し，さらに1902年（明治35  

年）には鎌倉から東京まで直通となった。これら交通  

網の整備によって，鎌倉は大きな転機を迎えることに  

なる。鎌倉は保養地，高級別荘地として脚光を浴び，  

明治から大正にかけて土地ブームが起こった。別荘は  

大正期には戸数にして市全体の兄，敷地面積は市総面  

積の％を占めるはどになった。ま 

飛躍的に増加し，商店の数も増え，鎌倉は消費都市に  

転じた。   

関東大震災，第二次世界大戦で街は破壊されまた一  

部荒廃したが，やがて復興し，戦後大船・深沢地域に  

企業誘致が始まった。これは1953～1961年まで続き，  

両地域に工場地帯が成立した。また1960年（昭和35  

年）頃より「昭和の鎌倉攻め」と言われる宅地造成  

ブームが始まった。宅地造成は平地からやがて丘陵部  

にまでおよび，この時期に七里ガ浜，梶原，明月谷背  

部などに大規模な住宅地が出来上がった。しかしこの  

宅地造成の手が鶴ケ岡八幡宮の裏山（御谷）に及ぶと，  

市民の聞から強い反対運動が起こって造成計画は中止  

され，またそれをきっかけとして1966年（昭和41年），  

「古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法  

（古都保存法）」が国会で制定されるに至った。古都保  

存法によって歴史的風土の保存区域に指定された所は，  

朝比奈地区，八幡宮地区，大町・材木座地区，長谷・  

極楽寺地区，山ノ内地区である。これらの地域は，土  

地利用に関して規制（制限または禁止）を受ける。ま  

た特に重要な所は，「歴史的風土特別保存地区」に指  

定され，さらに厳しく規制されている。しかし，指定   
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スといった観光地を，西部に工場地帯を，また中央部  

から南部にかけて大規模な造成住宅地をもち，水田・  

畑などの生産緑地も有するといった多様な性格をもつ  

地域である。   

まとまった緑地は丘陵部にみられる。特に山崎地区，  

常盤地区は市の三大緑地に数えられ，他に手広，天神  

山，鎌倉山に保存樹林指定地区がある。丘陵部の緑地  

は二次林とスギ・ヒノキ植林が主であるが，寺社の裏  

などに常緑広葉樹林も点在する。   

平坦地ははぼ住宅・工場となっているが，水田・畑  

も一部にみられる。また丘陵に深く食い込む谷戸地は  

水田・畑および苗囲に利用されているが，放棄され遷  

移の進んだ所も多くみられる。   

稲村ケ崎地区は，丘陵部は一部クロマツなどの二次  

林，スギ植林などもあるが，林内にはタブノキ，スダ  

ジイ，ヤブツバキなどが生育しており，スダジイ，タ  

ブノキなどを主とする照葉樹林が潜在自然植生である．  

人間の干渉に敏感な斜面林などが自然を無視した一部  

宅造業者によって強引な破壊計画によって危機に瀕し  

ているところもある。1）自然環境、（1）位置・面  

積および地形（図3）：深沢地域は，鎌倉市西部に位  

から外れている稲村ケ崎の丘陵樹林などは，かえって  

無秩序な宅造，マンション建設業者などにねらわれる  

危険度が増している．   

緑の自然環境と伝統が織りなす日本文化の一つの原  

点としての鎌倉は，周辺都市域が破壊されるのに比例  

して，戦後鎌倉を訪れる観光客も年々増え続けた。  

1964年（昭和39年）には年間300万～400万人であっ  

たが，現在は年間2100～2200万人が訪れる。1982年  

（昭和57年）の調査では，観光客は1月に最も多く，  

次いで8月 ，6月と続く。   

またここ数年，鎌倉市内の交通事情は悪化し，国道  

134号線や鎌倉街道などで慢性的な渋滞が起こってい  

る。自動車で訪れる観光客をねらって，海芹沿いなど  

にレストランが増え，景観は変貌しつつある（青川・  

尾留川1967，鎌倉市1985）。（2）人口：1986年人口  

統計調査によれば，鎌倉市の総人口は175，975人，世  

帯数は59，494世帯である。その動態では，人口の増  

加よりむしろ世帯数の増加が目立っ（鎌倉市1986a）。  

これは，宅地造成による住宅の増加に伴うものである。  

2．深沢・稲村ケ崎地域   

深沢地域は東部に源氏山公園や大仏ハイキングコー  

図3 鎌倉市の地域区分および鎌倉と大船のクリモグラム  

a：観測地  b：観測地の海抜高度  C：統計期間  d：年平均気温  

e：年間降水量  f：月別平均気温  g：月別降水量   

統計期間：1981～1988（気温）1987～1988（降水量）   

（鎌倉消防署および大船消防署の資料による）   
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置し，北を大船地域，南東を鎌倉地域，南西を腰越地  

域，西を藤沢市に接している。深沢地域面積は8．22  

k戒である。地形は，周囲を丘陵に囲まれ，谷戸地形も  

多くみられるが，常盤，寺分，笛田，手広などにやや  

広い平地がある。稲村ケ崎地区は，海岸から鎌倉山ま  

での丘陵，谷地が複雑に入り混んだ自然が豊かである  

（鎌倉市1986a）。（2）気候（図3）：深沢地域に隣  

接する大船は鎌倉に比べ降水量が少なく，月別の平均  

気温でほ冬期が50c以下と低く，夏期は26℃を超え  

る。実際の気候ははとんど差がないが，大船の方がや  

や内陸的な気候を示しているといえる。稲村ケ崎地区  

は，より暖かいと判断される。（3）地質：深沢・稲  

村ケ崎地域は，沖積地を除くほとんどが浦郷層の未固  

結凝灰質砂岩によって占められている。他には，池子  

層の凝灰質シルト岩凝灰質砂岩凝灰岩互層が手広地区，  

鎌倉山の一部などに，野島層の凝灰質砂岩，シルト岩  

が天神山や台の一部に，また逗子層のシルト岩砂岩互  

層が地域東南の丘陵部に分布している（見立・江藤1  

986b）。2）人為的環境（1）歴史的背景：稲村ケ  

崎地区は景勝地で様々な歴史を刻んでいる．他方，深  

沢地域は，鎌倉市としての歴史は浅い。1889年（明  

治22年）深沢村が制定され，鎌倉市には1948年  

（昭和23年），大船町とともに併合された。なお，鎌  

倉市の市制は1939年（昭和14年に施行されている  

（鎌倉市教育委員会1982）。深沢地域は周囲を丘陵に  

囲まれて交通の便が悪く，農業を主とする寒村であっ  

た。しかし1930年（昭和5年），鎌倉山に京浜急行の  

有料道路が開通すると，付近一帯は高級別荘地となっ  

た。また市内でも比較的平坦地の多い深沢地域は，戦  

後宅地造成および工場誘致の波を真先に受け，その田  

園景観を大きく変貌させた。緑の豊かな稲村ケ崎，深  

沢地域のはとんどは，古都保存法の規制区域からはず  

れるため，現在も宅地造成は進みつつある。（2）人  

口：1986年人口統計調査によれば，深沢地域の人口  

は37，166人，世帯数は12，202人である（鎌倉市1986  

a）。市の動態と同様，人口より世帯数の増加が目立  

つ。稲村ケ崎地区は，長い時間をかけて，盆地，低地  

を無理なく使い，限られた自然立地と共存してきた。   

Ⅱ．調査方法  

植生調査は，深沢地域および稲村ケ崎地区内に生育  

の認められるすべての植生タイプを対象としてBraun－  

Branquet1964の全推定法による植生をおこなった  

（宮脇1967，Fujiwara1987）。植生調査で得られた  

調査資料を，組成表作業により群落単位が決定された。  

さらに現地調査および1／5000空中写真の判読によ  

り，深沢地域全域の1／10000現存植生図が作製され  

た（未印刷）。   

Ⅳ．調査結果   

〔1〕植物群落   

深沢地域，稲村ケ崎地区における植生調査では，126  

の調査資料が得られた。今回得られた植生調査資料は，  

表操作により，31の群集および群落にまとめられた。  

群集・群落の決定にあたっては，調査地域の範囲が狭  

く，広域的な群集との比較に限界があることから，地  

域的な特徴を重視した。  

A．自然植生  

ア）常緑広葉樹林  

1．ヤプコウジースダジイ群集（Tab．1）  

（1）相観：高木層にスダジイ，アカガシが優占。群  

落高は13～18mに達するが，萌芽林では9～10m程  

度である。高木層にスダジイが優占した常緑広葉樹林  

で， ミヤマシキミ，シキミ，アセビ，ツガを欠き，高  

木層にアカガシ，ウラジロガシ，アラカシを混生する。  

特別の標徴種・区分種をもたない。平均出現種数は  

29種。（2）立地：比較的乾燥した丘陵尾根部。基盤  

の地質はほとんどが浦郷層で，池子層，野島層，逗子  

層の上にも分布している。一般に表層土の発達は不十  

分であるが，アカガシ亜群集の植分はやや土壌が発達  

している。生育する斜面の傾斜角度は10～35度，平  

均23度。斜面方位は東～南西に集中し，北斜面には  

みられなかった。（3）分布：丘陵尾根部に散在する  

他，社寺林として数箇所にまとまった植分がみられる。  

鎌倉市全域でも同様な分布がみられる。（4）地域に  

おける特徴：ヤプコウジースダジイ群集は，深沢地域  

にもっとも良く残された常緑広葉樹林である。青蓮寺，  

円久寺，天神山，佐助稲荷などによく発達した植分が  

みられる。また丘陵部に散在する畑の周辺には，数度  

の伐採を受けたあと復元した萌芽林が多い。萌芽林は，  

かつて薪炭林として利用されていたものと考えられる  

が，高木層のスダジイが非常に良く発達し，他のスダ  

ジイ林と構成種の差異が特にみられない。特別な区分  

種を持たない典型亜群集はスダジイの被度が高く，出  

現種数が少ない。各層とも常緑植物がよく生育してお  

り，他の種群ははとんど見られない。シラカシ，アカ  

ガシ，ムラサキシキブ他で区分されるアカガシ亜群集  

はスダジイの被度はやや低く，シラカシ，アカガシ，  

タブノキ，カヤなどが高木層に混生する。またヤマザ  

クラ，クマシデ，キブシなどの二次林構成種も伴うた  

め，相観的にはやや雑然とした印象を受ける。草本層  

には常緑広葉樹の芽生えが多い。地域内での分布は，   
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3．イロハモミジーケヤキ群集（Tab．2）  

（1）相観：高木層や亜高木層にケヤキ，イロハモミ  

ジが優占し，またミズキなどを伴う。群落高は16～  

24mに達する。平均出現種数は32種。（2）立地：所々  

に母岩が露出した急斜面。基盤の地質は池子層または  

浦郷層である。斜面角度は25～50度，平均で37度に  

もなり，斜面方位は東～北東または西である。岩棚に  

堆積した土壌は発達して表面5cm程が団粒構造とな  

り，落葉層がその上を覆っている。（3）分布：まと  

まった植分ははとんどなく，墓地や人家の裏山などに，  

きわめて狭く帯状の分布をみせるのみである。市内他  

地域では，十二所，二階堂などに比較的まとまった植  

分が調査されている（宮脇他1973）。（4）地域にお  

ける特徴：深沢地域における本群集の植分は，きわめ  

て局部的な残存林と考えられ，亜高木層以下には隣接  

する他群落の種が多く入り込んでいる。マルバウツギ，  

クマワラビ，コナラ他で区分されるマルバウツギ亜群  

集はやや乾燥した斜面下部，シラカシ，イワガネシダ，  

ミゾシダで区分されるシラカシ亜群集は湿潤なやや凹  

状の斜面に生育している。  

4．ハンノキ群落（Tab．3）   

谷戸地の一部に，ヨシ群落と接してハンノキの優占  

大船に近い地区と，笛田地区北部の南西向き斜面一角  

に限られる。  

2．イノデータブノキ群集（Tab．1）  

（1）相観：高木層にタブノキが優占し，群落高は  

20mに達する。（2）立地：沖積地の斜面下部。土壌  

の堆積したやや湿生地。ここで得られた資料では，傾  

斜角度30度であった。（3）分布：神社，寺院，墓地  

の裏山などに局部的に残存するが，まとまった植分は  

ほとんどみられない。市内では鎌倉地域，腰越地域に  

多く，材木座，腰越小動神社，十二所など数箇所に分  

布がある。（6）地域における特徴：深沢地域では，  

泉光院（山ノ根）において資料が得られ，稲村ケ崎で  

1ケ所調査された。ここでは群集標徴種であるイノデ  

が欠けるため，やや乾燥した立地に生育するイノデー  

タブ群集の林分であると考えられる。本地域に分布が  

少ないのは，本来イノデータブノキ群集が発達する立  

地である沖積地や適湿な丘陵斜面下部が，古くから開  

発されて水田・畑やスギ植林，現在では広く宅地など  

に利用されてきたためであろう。  

イ）落葉広葉樹林   

Tab．3 ハンノキ群落Alnusjaponicacommunity  

Originalrelev昌number（infield）調査番号：YT－106，relev昌size調査面積：225Hf，altitude海抜高度：45m aspectand  
slope方位・傾斜：L，heightandcoverbftreelayerl高木層の高さ／植被率＝17m／60％，heightand cover oftreelayer2  
亜高木層の高さ／植被率：9m／10％，COVerOfshrublayer低木層の高さ／植被率：2．4m／20％，heightandcoverofherblayer  
草本層の高さ／植被率1．5m／70％，humberofspecies出現種数：38．  

Differentialspeciesofcommunity：  群落区分種  Sanicula chinensis ウマノミツバ  Hl・1  
ササガヤ   Hl・1  

ドクダミ    Hl・1  

カキドオシ  Hl・1   

エノキ  S ＋・2  

ゲンノショウコH ＋・2  

トネアザミ  H ＋・2  

ツユクサ   H ＋・2  

ハシカグサ  H ＋・2  

ハンノキ  T14・4 MicrostegiumJapOnicum  
T21・1 HouttuynlaCOrdata  

ハンゲショウ  H l・2 Glechomahederacea  
ヨシ  H l・1  var．grandis  

ツリフネソウ  H l・1 Celtissinensis  

AlnusJapOnica  

Saururus chinensis   

Phragmites australis 
Impatienstextori   
Equisetumpalustre   
Carexsp．1   
Carexsp．2  
Companionspecies：  

イヌスギナ  H ＋・2  

スゲ属の1種－1  H ＋・2  

Var・JapOnlCa  

Geraniumthtlnbergii  
Cirsiumnipponicum  
Var．incomptum  

Commelina communis  
Hedyotislindleyana  
var．hirsuta  

Polygonum yokusaianum 
Gramineaesp．  
Lindera umbellata 
Rosa multiflora  
Dioscorea tokoro  
Osmundajaponica  
Amphicarpaeatrisperma  

スゲ属の1種－2  

随伴種   

セリ   
アメリカセンダングサ   
ミゾソパ   

ケイヌピエ  

タネッケバナ   

ヒカゲイノコズチ   

ヘビイチゴ   

ニワトコ   
ミズ   

ヤマグワ   
ァシボソ  

コチヂミザサ  

H ＋・2  

H l・2  

H 3・3  

H 2・3  

H l・1  

H l・1  

H 2・3  

H 2・2  

S l・2  

H l・2  

S l・1  

H l・1  

H l・1  

（P）Oenanthejavanica  

（B）Bidensfrondosa  

（B）Polygonumthunbergii  

（B）EchinochloacrusLgalli  

var．caudata  

（B）Carda，mineflexuosa  

Acyranthesjaponica  
Duchesnea chrysantha 
Sambucus sieboldiana  

Pilea hamaoi  

Morus bombycis 
Microstegiumvimineum  
Var．pOlystachyum  

OplismentlSundulatifolius  
Var．JaPOnicus  

2
2
 
 

・
・
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
 

H
 
H
 
S
S
H
H
H
 
H
H
H
 
 

ハナタデ  

イネ科の1  

クロモジ  

ノイバラ  

トコロ  

ゼンマイ  

ヤブマメ  

ル
ビ
 
 

ヅ
ケ
 
 

Gynostemmapentaphyllum－ アマチャ  
Akebiatrifoliata  ミツバア  

Aquileglaadoxoides  ヒメウズ  

（P）‥CharチCteranddifferentialspeciesofPhragmitetea（ヨシクラスの標徴種・区分種）  
（B）：Chadacteranddiff占rentialspeciesofBidenteteatripartii（タウコギクラスの標徴種・区分種）  
Location－ 調査地：∴Daimine台峯．Relev昌date 調査年月日：1988．10．26．   
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する高木林がみられた。これは水田放棄地の遷移が進  

み，自然植生に回復してきたものと考えられる。（1）  

相観：高木層にハンノキが優占する。低木層はニワト  

コ，エノキなどで，草本層はスゲ属をはじめ豊富な種  

群により構成される。（2）立地：池に面した水田放  

棄地。近くに流水があるが，植分の場所はやや鯵水が  

ある程度。（3）分布：山崎地区の1箇所のみ。今回  

得られた植分はヨシ群落から遷移が進んだものとみら  

れ，長い間水田であったと考えられる。そのためハン  

ノキ林の成立条件としては，クサヨシーハンノキ群落  

に類似する。ハンノキ林は地形・地質的には沖積低地  

に分布する。沖積低地は古くから人間によって利用さ  

れ，河辺や水田放棄地など，人間の影響を受けなくなっ  

た場所にのみ若齢林が見られる。鎌倉市内でハンノキ  

林は珍しく，現在までに報告がない。林内は湊水があ  

り歩きにくいが，ハンゲショウ，ツリフネソウなどが  

林床で美しい花を咲かせ，貴重な自然植生の景観の一  

つとして保護すべき群落である。したがってこの植分  

の生育地には生活排水など汚水の流入は避けたい。ま  

た高架状の木道を設備して，自然公園の一部として利  

用することなども考えたい。  

ウ）岩隙植生   

丘陵部が平坦地に接する所や，造成のため切り取ら  

れた崖地では，シダ類やコケ類を主とした植物群落が  

みられた。これらは，次の2つの群集および群落のま  

とめられた。いずれも人工の切土面に回復した自然植  

生と考えられる。   

5．ミツデウラボシーイワタバコ群集（Tab．4）  

（1）相観：ホラシノブ，コモチシダ，ミツデウラボ  

シなどのシダ植物が優占し，植被率は50～80％と比  

較的高い。（2）立地：丘陵末端の岸壁または人工切  

土面で，やや日当たりが良い。（3）分布：深沢地域  

では比較的分布が限られ，今回の調査では谷脇，大久  

保，鎌倉山に分布が認められた。市内では鎌倉地域の  

湿った谷戸に多く分布する。（4）地域における特徴：  

本地域にみられるミツデウラボシーイワタバコ群集の  

植分は，標徴種のイワタバコを欠き，コモチシダ，ゼ  

ンマイなどが常在している。乾燥した崖面でこのよう  

な傾向を示すこ、とは既に報告されている（宮脇他1972  

a）。また深沢地域ではホラシノブが多くみられた。  

崖面に岩棚がある場合は，そこに土壌が堆積し，マル  

バウツギ，ウツギなどが生育しているのがみられる。  

6．ホソバシケシダーイヌワラビ群落（Tab．4）  

（1）相観：植被率が低く，ミゾシダ，ホソバシケシ  

ダ，イヌワラビなどのシダ植物がジャゴケの上に散生  

する。（2）立地：日当たりの悪い歩道沿いの人工切  

土面に生育している。（5）分布：，峯において1箇  

所のみ植分が調査された。深沢地域では，造成により  

切り取られた崖地がかなりみられ，しかも多くは崖面  

上部に生育する森林や反対側崖面に日照を遮られ，一  

日中日が当たらない所もある。今回調査された植分も  

そのような崖面で，比較的乾燥した立地に発達して植  

被率が低い。  

B．代償植生  

ア）森林植生  

7．オニシバリーコナラ群集   

鎌倉市において，コナラまたはイヌシデが高木層に  

優占する二次林は宮脇他1973によりオニシバリーコ  

ナラ群集にまとめられている。しかし今回の深沢地域  

における調査で得られたコナラおよびイヌシデ優占植  

分は，いずれもオニシバリーコナラ群集の棲徴種が欠  

けている。このような植分も，種組成が共通であるこ  

とから広域的にはオニシバリーコナラ群集に含まれる  

ものと考えられるが，ここではコナラ群落，ヤプデマ  

リーコナラ群落およびイヌシデ群落として扱った。  

1）コナラ群落（Tab．5）  

（1）相観：高木層にコナラまたはクリが優占。林床  

はアズマネザサやアオキなどで覆われる。群落高は  

10～18m，平均13m。（2）立地：丘陵尾根部や斜面  

上部の比較的乾燥した所。基盤の地質は浦郷層をはじ  

め，野島層，池子層，逗子層とさまざまである。斜面  

角度は0～20度，斜面方位は南東～西と，ほぼ南向き  

に集中する。（3）分布：本地域全体に広く分布する。  

近年管理が放棄されているため，林床がアズマネザサ  

で覆われ，林内に入ることが困難になっている。  

2）ヤプデマリーコナラ群落（Tab．6）   

高木層にコナラの優占する二次林のうち，出現種数  

が特に少なく，群落構成種に適潤地を好む種が多い林  

分があり，コナラ群落とはやや性格の異なるものとし  

て，ヤプデマリーコナラ群落とした。（1）相観：高  

木層にコナラが優占し，ミズキを混生する。アオキと  

アズマネザサがほぼ同被度で林床を覆う。群落高は1  

5mに達する。（2）立地：三浦層群池子層の，凝灰質  

シルト岩凝灰質砂岩凝灰岩互層を基盤の地質である斜  

面上部に発達している。（3）分布：今回の調査では  

鎌倉山2丁目の西向き斜面において1箇所調査された  

のみであり，市内他地域の分布等は不明である。ヤプ  

デマリーコナラ群落は入り組んだ谷部にみられた。日  

当たりの悪いやや湿った立地に生育するコナラ群落の   
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Tab．4 岩隙植生（アオチャセンシダクラスAsplenietea rupestris Br．－Bl．1934）  

1．ホソバシケシグーイヌワラビ群落 AthyriuTnCOniliiLAthyT・iLLTnnipponicumcommunity  
2．ミツデウラボシーイワタバコ群集  

Crypsino hastati－Conandretum ramondioidis  

Miyawakietal．1971  

群落区分  

通し番号  

調査番号  

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

海抜高度（m）  

方位  

傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

蘇苔層植被率（％）  

出現種数  

Communutynumber  

Relev6referencenumber  

Originalrelev昌number（infield）  

Relev昌date  

4
Y
T
9
0
錮
1
0
2
2
×
6
3
5
S
W
9
0
0
・
1
7
0
6
0
1
6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 

0
 
 
 

3
Y
T
1
1
2
8
8
1
1
1
×
2
2
0
W
9
0
0
・
2
8
0
・
7
 
2
 
 
 

Y
T
1
4
2
8
8
1
2
2
×
1
6
0
W
9
0
0
・
2
5
0
・
3
 
1
 
 
 

2
 
 

1
Y
T
1
3
7
8
8
1
2
2
×
2
1
4
E
8
5
0
・
1
1
0
1
0
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

Relev昌size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Coverofmosslayer  

Numberofspecies  

Differentialspeciesofcommunity：  群落区分種   

ミゾシダ  

ホソバシケシダ  

イヌワラビ  

オオバノイノモトソウ  

H
 
H
 
H
 
H
 
 

Stegnogrammapozoisubsp．mollissima   

Athyriumconilii   

Athyriumniponicum   

Pteris cretica  

Characteranddifferentialspeciesofassociation   

群集標徴種・区分種   

ホラシノブ   

コモチシダ   
ゲジゲジシダ   

ミツデウラボシ  

随伴種   

ゼンマイ   

ジャゴケ   

ヒメカンスゲ   

マルバウツギ   

ヤマイタチシダ  

H
 
H
 
H
 
H
 
 

4
 
 ・

 
＋
 
＋
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＋
 
・
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●
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＋
 
 

Sphenomerischinensis   

Woodwardia orientalis   

Phegopterisdecursive－Plnnata   

Crypsinus hastatus 

Companionspecies：   
2
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2
 
 
 
 
 
 
2
 
 

・
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＋
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＋
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●
 
 
 
 
 
●
 
 

1
 
 

1
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＋
 
 

l
 
 

H
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H
 
H
 
H
 
 

Osmundajaponica   

Conocephalumconicum   

Carex conica  

Deutzia scabra   

Dryopterisbissetiana  

Additionalspeciesoccuringonce 出現1回の種  

inRelev6ref．no．1：Pe11iaendiviifolia ホソバミズゼニゴケMr＋，Ficusstipulata ヒメイクビ   

H－＋；nO．4：Conocephalumsupradecompositum ヒメジャゴケ M－3・3，Lichenessp．地衣類の一種   

Mr3・3，Dryopteriserythrosora ペニシダ H－＋・ 2，Microstegiumvimineumvar．polystachyumアシボソ   

H－＋・2，Youngiajaponica オニタビラコ H－＋，Ficusnipponica イタビカズラ H－＋，Deutziacrenata   

ウツギ H－＋，Erigeroncanadensis ヒメムカショモギ H－＋．  

Location 調査地：  

inRelev昌ref．no．1：Mine峯；nO．2：Kamakurayama4－Chome 鎌倉山4丁目；nO．3：Ohkubo大久保；  

no．4：Taniwaki谷脇．   
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Tab．6 ヤプデマリ，コナラ群落 ⅥbuT・nuTnPlicatumvar．tomentosum－Quercusserratacommunity  
（コナラーミズナラオーダー ）  

（Quercetalia serrato－grOSSeSerrataeMiyawakietal．1971）   

0riginalrelev昌number（infield）調査番号：YT－24，relev昌size調査面積：225rrf，altitude 海抜高度：64m，aSpeCt and  

slope方位・傾斜：W250，heightandcoveroftreelayerl高木層の高さ／植被率：15m／90％，height and cover oftree  
layer2 亜高木層の高さ／植被率 9m／20％，heightandcoverofshrublayer低木層の高さ／植被率 4m／70％，heightand  

coverofherblayer草本層の高さ／植被率：0．5m／30％，numberofspecies出現種数：23．  

Differentialspeciesofcommunity：群落区分種  （C）Neolitseasericea  シログモ  S l・2  

H 十・2  Viburnumplicatum  ヤプデマリ  S  ＋  

Var．tOmentOSum  

Polystichumpolyblepharum イノデ  H  ＋ （C）Dryopteriserythrosora ペニシダ  Hl・2  
Polystichumpolyblepharum アスカイノデ  H  ＋ （C）Ligustrumjaponicum  ネズミモチ  S ＋  

H ＋・2  

ナガバジャノヒゲH ＋・ 2  

キヅタ  S ＋・2  

ヤプラン  H  ＋  

アズマネザサ   S 3・3  

H 2・3  

ナツヅタ  Tl・2  
キブシ  S l・2  

アケビ  S ＋・2  

クマワラビ  H  ＋   

Var．fibri1loso－paleaceum  

Characteranddifferentialspeciesofhigherunits：  （C）Ophiopogonohwii  

上級単位の標徴種・区分種  （C）Hederarhombea   

Quercusserrata  コナラ  T15・4（C）Liriopeplatyphylla  

T2 2・3 Pleioblastuschino   

Cornuscontroversa  ミズキ  Tll・2   

CallicarpajapOnica  オオムラサキシキプ S l・2 Parthenocissustricuspidata  

Var．1uxurians  Stachyuruspraecox   

Aphanantheaspera  ムクノキ  S  ＋  Akebiaquinata  

Companionspecies：  随伴種  Dryopterislacera  

LC）Aocubajaponica  アオキ  S 3・4   

（C）：CharacteranddifferentialspeciesofCamellieteajaponicae（ヤブツバキクラスの標徴種・区分種）  

Location調査地：Kamakurayama2－Chome鎌倉山2丁目．Relevらdate調査年月日：1988．8．18．  

一形態である。  

3）イヌシデ群落（Tab．7）  

（1）相観：高木層にイヌシデが優占するが，コナラ  

を混生する。低木層にはアオキが多く，アズマネザサ  

は比較的少ない。群落高は平均で16．1mに達する。  

（2）立地：斜面中部～下部に多いが，しばしば丘陵  

尾根部にそってもみられる。基盤の地質は浦郷層が多  

く，逗子層や野島層の上にも一部みられる。コナラ群  

落に比べ土壌のやや深い所が多い。斜面の傾斜角度は，  

平坦地の植分を除いた平均で30度とやや急であり，  

斜面方位は北東～西ではぼ北向きに集中している。な  

お江藤・見上1986によれば鎌倉市では一般に北東向  

き斜面の方が南西向き斜面に比べて急傾斜地に発達す  

る。（5）分布：本地域全体にわたって広く分布する。  

オニシバリーコナ ラ群集のうち高木層にイヌシデの優  

占する植分は，適潤性または富養地性のものとしてイ  

ヌシデ亜群集（宮脇他1973）または典型亜群集（宮  

脇他1986）にまとめられている。本地域におけるイ  

ヌシデ群落も，群落高が高く，アオキが高い被度で常  

在しており，・適潤性および富養地性の傾向をもつ。ま  

た前述したように立地が北向き斜面に集中しているこ  

とも特徴的である。   

8．ムクノキ群落およびミズキ群落   

鎌倉市には，高木層にコナラをはとんど欠く二次林  

がかなりみられる。ここではそのような二次林は，ム  

クノキ群落とミズキ群落にまとめられた。  

1）ムクノキ群落（Tab．8）  

（1）相観：高木層がムクノキ，ミズキによって占め  

られ，ケヤキなどを混生する。低木層はアオキが優占  

する。群落高は平均で23mに達する。出現種数35種。  

（4）立地：逗子層および野島層地質基盤の斜面角度  

15～30度の凹状斜面に発達している。（5）分布：深  

沢，稲村ケ崎地区内での分布は限られ，佐助稲荷奥  

（一向堂）と天神山（宮廻り）の2箇所で調査された。  

ムクノキ群落は，高木層の生長が非常に良く，またっ  

る植物も少ない。いずれも神社に近いまとまった緑地  

内に分布することから，人為的撹乱が比較的少ないと  

考えられる。アカガシ，ケヤキ，ヤプニッケイ，カク  

レミノ他で区分されるアカガシ下位群落は，風致保安  

林に接した植分で，南向き緩斜面という好条件にある  

ためか，常緑の種が多く生育している。またこの群落  

の林内に混生するミズキは，斜面下部に向かって枝を  

広げる特有の樹形をみせず，縦方向に枝をのばしてい  

る。  

2）ミズキ群落（Tab．8）  

（1）相観：高木層にミズキが優占し，ハゼノキなど  

を混生する。林床はアズマネザサで覆われている。群  

落高は11～19m。（2）立地：斜面下部の湿った凹状   
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マツ林が市内にはとんどみられなくなった理由として  

は，戟時下の伐採，伐根（松根油を採るため），昭和  

21年ごろのマックイムシの大発生，大気汚染の影響，  

管理放棄による衰退などがあげられる。しかしいずれ  

にしても，現在ではほとんどが潜在自然植生であるヤ  

プコウジースダジイ群集などに移行している。今回深  

沢，稲村ケ崎地区で調査された植分は，クロマツ林か  

ら常緑広葉樹林への回復途上にある林分で，植生景観  

の変遷を考える上で重要な植生といえる。  

イ）植林  

10．スギ植林・ヒノキ植林（Tab．10）  

（1）相観：高木層にスギまたはヒノキが優占。群落  

高は13～22mに達する。スギやヒノキが密生してい  

る場合は林内が暗く，草本層が乏しくなる。スギ植林  

とヒノキ植林では種組成や性格が異なってくるが，両  

者に共通して，ヤブツバキクラスの種群やアズマネザ  

サが高常在度で出現している。（2）立地および分布：  

ヒノキ植林，スギ植林とも，市内全域の丘陵地帯に広  

く分布する。深沢，稲村ケ崎地区では，特に常盤地区  

に広面積にわたる植分がある．また天神山などにもま  

とまった植分がみられる。ヒノキ植林はやや乾燥した  

尾根部や畑の周辺などに多い。スギ植林は谷部，特に  

凹状の斜面下部に多いが，斜面全体に植栽されている  

場合もある。一般に土壌は深く適潤な立地に植林され  

る。深沢，稲村ケ崎地域のヒノキ植林は，平均出現種  

数が25種と少ない。群落高は平均13m程度である。  

地。浦郷層あるいは池子層基盤の地質で腐食層がよく  

発達している土壌地に生育している。斜面方位は北～  

西または東，傾斜角度は0～35度と幅がある。（3）  

分布：深沢，稲村ケ崎地域全体にわたって広く分布す  

る。広い面積の一斉林となっていることも多い。深沢，  

稲村ケ崎地区のミズキ群落は，ムクノキ群落に比べ，  

つる植物や先駆性の種が多い。人為的な影響や土砂崩  

れによる撹乱を多く受けていることが考察される。ミ  

ズキは生長が早く，10年程度で高さ10mを超える一  

斉林を形成する。群落の生育地にかつての畑跡地形が  

多く，また丘陵斜面下部が住宅地に接する所にもよく  

みられることから実際にこの15年間で急速に生長した  

可能性も高い。  

9．クロマツ林（Tab．9）  

（1）柏観：高木層にクロマツが優占するが，亜高木  

層，低木層に常緑広葉樹が高い被度で出現する。その  

ためクロマツの幹間は約半分の高さまで常緑広葉樹に  

よって埋めつくされるような形になる。群落高は16  

mに達し，亜高木層のスダジイが10mの高さに達す  

る。（2）立地：南向きのやや急斜面に見られる。土  

壌は褐色森林土で乾燥しているが，表層に団粒構造が  

1～5cmの厚さで発達している。（3）分布：海か  

らの風を直接受ける地域に限られる。稲村ケ崎丘陵，  

深沢地区南端の鎌倉山2丁目南側斜面に分布がみられ  

た。クロマツやアカマツは一定の人間活動と対応して，  

かつて市内全域に広く分布していたとみられる。戦後  

Tab．9クロマツ植分PiT”SthLLnbergiiforest   

Originalrelev占number（infield）調査番号：YTr143，relevるsize調査面積：120nf，altitude海抜高度：55m，aSPeCtandslope  

方位・傾斜：SSW25，heightandcoveroftreelayerl高木層の高さ／植被率：16m／70％，height andcoveroftreelayer2  

亜高木層の高さ／植被率：10m／80％，heightandcoverofshrublayer低木層の高さ／植被率：4m／50％，heightand cover  

ofherblayer草本層の高さ／植被率：0．4m／8％，numberofspecies出現種数：27．  

2
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Differentialspeciesofcommunity  Fatsia］apOnica   

Rohdeajaponica   

Hederarhombea   

Pittosporumtobira   

種  

Cinnamomumjaponicum   

Trachycarpusfortunei   

LigustrumJaPOnicum   

Dryopteriserythrosora   

Ophiopogon planiscapus 

Companionspecies：   

Prunus］amaSakura   

Pleioblastus chino   

Akebia trifoliata  

ヤツデ  

オモト  

キヅタ  

トベラ  

ツルダミ  

ヤプニッケイ  

シュロ  

ネズミモチ  

ペニシダ  

オオバジャノ  

群落区分種   

Pinusthunbergii  クロマツ  T24・3  

CharaCteranddifferentialspeciesof  

Camellieteajaponicae：ヤブツバキクラスの標徴種・区分  

Castanopsiscuspidata スダジイ  T25・4  

S l・1  

H ＋・2  

S 3・3  

H  ＋  

S 2・2  

T： ＋  

S l・2  

H l・2  

S l・1  

H l・1  

T2 ＋・2  

var．sieboldii  

Aucubajaponica  

EuryaJapOnica  

Ficus erecta  

Ophiopogon ohwii 

Neolitsea sericea  

Ficus nipponica 

アオキ  

ヒサカキ  

イヌビワ  

ナガバジャノヒゲ  

シログモ  

イタビカズラ  

随伴種   

ヤマザクラ  T21・1   

アズマネザサ   S ＋・2  

＋
 
＋
 
十
 
＋
 
 

T
 
T
 
S
 
S
 
 

ツバアケビ  

Quercusserrata  コナラ  

Deutziascabra  マルバウツギ  

Stachyuruspraecox  キブシ  

Location調査地：Kamakurayama2－Chome鎌倉山2丁目．Relev6date調査年月日：1988．12．19．   



158   

スギ植林は41種，18mと平均出現種数が多く樹冠も  

高い。スギはもともと谷部などに植栽される上，スギ  

の落葉が腐食層を形成し，土壌が深くなっている。下  

草刈りなどが行われなくなった植分では，二次林や自  

然植生の構成種が多く入り込んでいる。特にタブノキ  

で区分される下位群落は，イノデータブノキ群集を構  

成する種群が多い。  

11．モウソウチク林（Tab．11）  

（1）相観：高木層にモウソウチクが優占し，群落高  

は13～16mに達する。林内ははぼ鬱閉されるため暗  

く，他の種の被度は少ない。（2）立地：斜面下部の  

適湿地。（3）分布：人家の真に多く，深沢．稲村ケ  

崎地区全体に小面積で散在する。モウソウチクは主に  

食用のため植栽され，現代でもその価値を失っていな  

いためか，よく管理された植分が深沢地域内でもかな  

りみられる。竹林は一般に，約10年ごとの伐採で更  

新をはかり維持管理されていく。この伐採が行われず  

そのまま放置された場合はやがて衰える。ヤツデ他で  

区分される下位群落はやや管理の悪い植分で常緑の種  

が多く復元しており，このまま放置されば照葉樹林に  

遷移していくと考えられる。  

12．クスノキ植林（Tab．12）  

（1）相観：高木層が20mの高さに達するクスノキ  

のみで占められる。（2）立地：一般に土壌の肥沃な  

緩斜面や平坦地に多い。（3）分布：深沢，稲村ケ崎  

地区内でははとんどみられない。今回の調査では鎌倉  

山4丁目のみ。市内他地域にも少ないが，大塔宮など  

で分布が報告されている（宮脇他1973）。今回調査さ  

れた植分は，人家の周囲に植栽された植分であるが，  

管理は悪く林床はアズマネザサで覆われている。クス  

ノキの用途は船材または樟脳油であるが，近年利用価  

値は減少し，各地でそのまま放置されている。   

また横浜市（宮脇他1972b），逗子市（宮脇他1971）  

などの報告と同様，林内には二次林やマント群落の構  

成種が侵入している。  

エ）先馬区植生  

13．クサイチゴータラノキ群集（Tab．13）  

（1）相観：ミズキ，キブシ，ヤマグワなどの先駆性  

の落葉広葉樹が亜高木層に優占し，低木層はアオキ，  

ヤブツバキ，アズマネザサなどで占められる。群落高  

は 5mと低い。（2）立地：森林の伐採跡地や崩壊跡  

地斜面で，比較的土壌が良く肥沃な場所。（3）分布：  

住宅地に接する小面積の緑地に接する所などでみられ  

る。一般につる植物などマント群落の構成種と混ざり  

Tab．12クスノキ植林Ci花花αmOm比mCαmpんorαforest   

Originalrelev昌number（infield）調査番号：YT－78，relev6size調査面積：150rrf，altitude海抜高度：58m，aSpeCtandslope  

方位・傾斜：L，heightamdcoveroftreelayerl高木層の高さ／植被率：20m／85％，heightandcover of treelayer2亜高木  
層の高さ／植被率：9m／30％，heightandcoverofshrublayer低木層の高さ／植被率：3m／30％，heightandcoverofherb  

layer草本層の高さ／植被率：1．6m／80％，numberofspecies出現種数：30，  

Plantedtree：  植栽樹  （Q）Aphanantheaspera  ムクノキ   S
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Cinnamomumcamphora クスノキ   T1 5・4 （Q）Cornuscontroversa  ミズキ  

S   ＋  （Q）Celtissinensis  エノキ  

CharacteranddifferentialspeciesofCamellieteajaponicae：  Var．JapOnica  

ヤブツバキクラスの標教程・区分種（Q）Euonymussieboldianus   マユミ  

Aucubajaponica  アオキ  S l・2 （Q）Ligustrumobtusifolium  イボタノキ  
H  ＋・2 （R）Dioscoreatokoro  トコロ  

Hedera rhombea  キヅタ  T2 ＋・2 （R）Trichosanthescucumeroides カラスウリ  

FicusereCta  イヌビワ   S  ＋・2 （R）Lonicera japonica  スイカズラ  

Neolitseasericea  シロダモ   H  ＋・2 （R）Melothriajaponica  スズメウリ  H   

Liriopeplatyphylla  ヤプラン   H  ＋・2 （R）Rosamultiflora  ノイバラ  H   

Pittosporumtobira  トベラ  S   ＋  （R）Parthenocissus tricuspidataナツヅタ  H   

FatsiaJapOnica  ヤツデ、 H   ＋  （R）Smilaxchina  サルトリイバラH   

Ardisiacrenata  マンリョウ  H   ＋  （R）Ligustrumovalifolium   オオバイボタ H   

Rohdeajaponica  オモト  H   ＋   Akebiaqulnata  アケビ  H  

Companionspecies：   随伴種  Pleioblastuschino  アズマネザサ H  5
 
＋
 
＋
 
 

（Q）Rhussuccedanea   ハゼノキ   T2 2・3  Desmodiumoxyphy11um  ヌスビトハギ H  

S  ＋・2  Cyclosorusacuminatus  ホシダ  H  

（Q）Morusbombycis   ヤマグワ   S l・2  ZingibermlOga  ミョウガ  H  

（Q）CharacteranddifferentialspeciesofQercetaliaserrato－grOSSeSerratae（コナラーミズナラオーダーの標徴種・区分種）．  

（R）CharacteranddifferentialspeciesofRoseteamutiflorae（ノイバラクラスの標徴種・区分種）．  

Location調査地：Kamakurayama4－Chome 鎌倉山4丁目．Relev6date調査年月日：1988．10．7．   
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を混生するクズーアズマネザサ群落が発達している．  

アズマネザサは著しく密生し，ある植分では，20cぱに  

10本，1誠に約90本も生育している。神奈川県の植  

生報告（宮脇他1972a）では，横浜市，川崎市，鎌  

倉市においてアズマネザサークズ群落が調査され，ア  

ズマネザサーススキ群集のファシスとして位置づけら  

れている。  

2）センニンソウ群集  

（1）相観：アズマネザサにモミジイチゴ，オカウコ  

ギ，ハコネウツギなどの低木が混生し，エビゾル，ス  

イカズラなどのつる植物に覆われている植分。（2）  

立地：森林が開放地に接する道端など。傾斜は0～50  

度。なお傾斜角度が50度の植分は，谷部の緑地が上  

方の車道に接する所にみられたものである。（3）分  

布：深沢，稲村ケ崎地区全体に広く分布している。ク  

ズーアズマネザサ群落が森林内の空地に多かったのに  

rsuti－Aralietum Miyawakietal．1971  

合うことが多い。深沢地域では，湘南モノレール沿い  

の斜面地で調査された。宅地開発や道路開発の進む地  

域では，従来の森林が破壊されたあと，陽生低木がや  

ぶ状に先駆植生として生育する。  

14．林縁性低木およびつる植物群落（Tab．14）   

森林が空地や住宅地と接する所などに，アズマネザ  

サが密生し，つる植物やハコネウツギなどの低木を混  

生するブッシュ状植物群落が多くみられる。  

1）クズーアズマネザサ群落  

（1）相観：高さ1．2～2mの密生したアズマネザサ  

の上を，クズ，カラスウリなどのつる植物が覆ってい  

る。（2）分布：深沢，稲村ケ崎地区全体に広く分布  

する。深沢，稲村ケ崎地区内のまとまった緑地はいず  

れも人為的影響が著しく，森林内にも空地が多い。そ  

のような場所に，しばしばクズは常在するが，カラス  

ウリやカナムグラが優占することもあり，またススキ  

Tab．13 クサイチゴLタラノキ群集Rub o hi  

（クサギーアカメガシワ群団Clerodendro－Mallotion japonicae Ohba1970）   

Originalrelev昌number調査番号：YT－84，relev6size調査面積：50rrf，altitude海抜高度：30m，aSpeCtandslope方位・傾  

斜：NE30O，heightandcoveroftreelayer高木層の高さ／植被率：5m／90％，heightandcover ofshrublayer低木層  

の高さ／植被率：1・5m／60％，heightandcoverofherblayer草本層の高さ／植被率：0．5m／30％，numberofspecies出現  

種数：41．  

Characteranddifferentialspeciesofassociation  ヤマグワ  

ァズマネザサ  

ヒメカンスゲ  

ハコネウツギ  

クマワラビ  

コチヂミザサ  

ヤマウコギ  

クマノミズキ  

カミエビ  

ハナイカダ  

カラスウリ  

エビゾル  

ゼンマイ  

ホウチャクソウ  

シロヨメナ  

イヌシデ  

イヌビワ  

ムラサキシキブ  

エノキ  

Morusbombycis  

Pleioblastus chino  

Carex conica  

Weigela coraeensis 

Dryopteris lacera 

Oplismenusundulatifolius  

Var．JaPOnicus  

Acanthopanax spinosus 

Cornus brachypoda 

Cocculus orbiculatus  

Helwingia japonica 

Trichosanthes cucumeroides 

Vitis ficifolia var．lobata  

Osmundajaponica  

Disporum sessile 

Asterageratoidesvar．harae  

f．1eucanthus  

Carpinus tschonoskii 

Ficus erecta  

Callicarpa japonica 

Celtis sinensis  

Var．JapOnica  

Dioscorea tokoro  

3
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3
 
2
 
2
 
2
 
2
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●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
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＋
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2
 
1
 
1
 
1
 
 
 

T
 
S
 
S
 
H
 
T
 
H
 
H
 
 

群集模倣種・区分種   

Cornuscontroversa  ミズキ  

Stachyuruspraecox  キプシ   

Araliaelata  タラノキ   

Broussonetiakazinoki  コウゾ   

Rhusjavanica  ヌルデ   

Characteranddifferentialspeciesofhigherunits  

T 3・3  

S l・2  

T 3・3  

T l・2  

S l・2  

T ＋・2  

S  ＋  S
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T
 
S
 
S
 
S
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S
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2
 
 

1
．
1
．
十
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ヤ
十
」
ト
十
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上級単位の標徴種・区分種   

Clerodendron trichotomum  クサギ   

MallotusJapOnicus  アカメガシワ  

Rhussuccedanea  ハゼノキ   

Kalopanaxpictus  ハリギリ  

Companionspecies：  随伴種  

T ＋・2  

T 2・2  

S l・2  

T l・2  

S  ＋  

T l・1  

S 2・3  

S 2・3  

H l・2  

（C）Camelliajaponica  ヤブツバキ   

（C）Aucubajaponica  アオキ  

（C）Trachelospermumasiaticum テイカカズラ  

var．intermedium  

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 （C）Dryopterisbissetiana  

（C）Hederarhombea  

（C）Liriopeplatyphy11a  

（C）Neolitseasericea  

（C）Fatsiajaponica  
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トコロ  H  ＋  

Paederiascandensvar．maireiへクソカズラ  H ＋  

Smilaxchina  サルトリイバラ H  ＋  

Wisteriafloribunda  フジ  H ＋  

（C）：CharacteranddifferentialspeciesofCamellieteajaponicaeヤブツバキクラスの標徴種・区分種．  

Location調査地：Fujizuka富士塚．Relev昌date調査年月日：1988．10．22．   
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対し，センニンソウ群集は，森林が造成地や舗装道路  

に接する所に多くみられる。そのため植分の幅が狭く  

道路などにそって帯状に分布している。深沢地区の場  

合クズをまったく欠いている。またクズーアズマネザ  

サ群集に比べ出現種数がやや多く，構成種ははとんど  

が上級単位のノイバラクラスの種群で構成されている。  

3）ハコネウツギ群落  

（1）相観：低木層をハコネウツギが，草本層をアズ  

マネザサが優占する2層群落。（4）立地：森林が開  

放地に接する所で，より森林側に偏り，開放地との間  

にはクズーアズマネザサ群落を挟んでいる。（5）分  

布：手広地区大谷で1箇所植分が調査された。ハコネ  

ウツギの優占する群落は逗子市で報告されている（宮  

脇他1971）。しかし逗子市のハコネウツギ群落はアズ  

マネザサをまったく欠き，常緑の種をはじめとして出  

● 現種数も多いことから，組成の異なる群落と考えられ  
る。今回調査されたハコネウツギ群落は，センニンソ  

ウ群集のような林縁性の低木林が遷移して，ハコネウ  

ツギの樹高が高くなり，2層群落にまで発達した植分  

である。  

オ）草原植生  

1）踏跡地草本植物群落   

人間の跡圧に絶えずさらされる所では，限られた種  

群による一定の相観をもっ草本群落が形成される。今  

回の調査では，次の4群集および群落が確認された。  

15．オヒシバーアキメヒシバ群集（Tab．15）  

（1）相観：オヒシバ，アキメヒシバ，ニワホコリな  

どが優占する。構成種は叢生または葡萄形態をとる。  

（2）立地：グランド，遊び場となっている空地など，  

人間の踏圧の影響が非常に大きい所。土壌は固く，乾  

燥している。（3）分布：深沢，稲村ケ崎地区では各  

グランドおよび公園，また造成空地の一部に普通にみ  

られる。グランドや公園の場合，中央はまったくの裸  

地で，そのまわりに分布していることが多い。オヒシ  

バーアキメヒシバ群集は関東地方の低地で一般にみら  

れる（奥田1978）。  

16．カワラスゲーオオバコ群集（Tab．16）  

（1）相観：オオバコ，カワラスゲが優占する。群落  

高は0．2mと低い。（2）立地：農道など，やや湿っ  

た踏跡地。（3）分布：山崎地区で1箇所植生調査資  

料が得られたが踏み跡には広く分布している．  

17．カゼクサーオオバコ群集（Tab．16）  

（1）相観：カゼクサ，オオバコが優占し，構成種の  

生育形は叢生または葡旬形態をとっている。カゼクサ  

を標徴種とし，主に多年生植物で構成される植物群落。  

（2）立地：日のよくあたる乾性～中性の踏跡地。（5）  

分布：深沢，稲村ケ崎地区全体にわたって，林道や農  

道上などにみられる。カゼクサーオオバコ群集は，踏  

圧の強度が増すと1年生植物の割合が増加すると報告  

されている（宮脇他1986）。今回得られた調査資料は  

多年生植物が優占しているが，種数では1年生植物が  

半数以上を占めている。またカワラスゲーオオバコ群  

集に比べより乾性の立地に生育するといわれるが，今  

回の調査では，他に近く，ミゾソバ群落に接するよう  

な非常に湿った立地においても生育が認められた。そ  

のような植分ではカゼクサの被度が低く，代わってオ  

オバコやヘビイチゴが優占する。  

18．チカラシバ群落（Tab．16）  

（1）相観：チカラシバが優占し，オヒシバ，オオバ  

コ，メヒシバなどを混生する。（2）立地：舗装道の  

道端や公園のふちなど，踏圧はうけるがその強度が低  

い所。（3）分布：今回の調査ではあまり多くはみら  

れなかったが，車道の道端などに細く帯状に分布する。  

2）畑放棄地等の草本植物群落  

19．ヒメムカショモギーオオアレチノギク群落（Tab．  

17）   

畑放棄地や造成地，また公園のシバ育成地などには，  

ムカショモギ属（励・fgero71）の植物が目立っ群落が  

生育している。今回の調査では，それらはヒメムカシ  

ョモギーオオアレチノギク群落としてまとめられた。  

（1）相観：1m前後の高さになるヒメムカショモギ，  

オオアレチノギク，ヒメジョオンなどのムカショモギd  

属で特徴づけられるが，優占種は植分によってさまざ  

まで，雑然としている。（2）立地：造成空地などの  

うち，富養で，ほとんど踏まれない所。（3）分布：  

深沢，稲村ケ崎地区の放棄梱，民家周辺の空き地など  

に広く分布する．ヒメムカショモギーオオアレチノギ  

ク群落は主に耕作放棄畑地の雑草群落として位置づけ  

られている。しかしムカショモギ属が旺盛に生育する  

群落は，畑地に限らず，造成空地や公園などでもよく  

みられる。特に人為による一時的な冨養立地で水分条  

件にも恵まれると，群落高は人の背丈はどにもなる。  

植分によって優占する種が異なる。ススキ下位群落は  

公園，のり面や造成空地で得られた植分で，踏圧の影  

響をはとんどうけないため，遷移が進み，構成種に多  

年生の植物が多くなる。ススキまたはメヒシバが優占  

する。シバ下位群落は公園のシバ育成地や駐車場ふち  

で得られた植分であり，シバもしくはメヒシバが優占  

している。   

ブタクサ下位群落は湿った造成空地または植栽後数  

年を経たシバ地で得られた植分で，アキノエノコログ   



Tab．15 オヒシバーアキメヒシバ群集  

Eleusinoindicae－Digitarietum  

viola s c en tis Okuda1978  

（オオバコクラスPlantag・inetea majoris Tx．etPrsg．1950）  

通し番号  

調査番号  

調査年月日  

Relevるreferencenumber  

Originalrelev昌number  

（infield）  

Relev昌date  
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調査面積  

海抜高度  

方位  

傾斜  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出現種数  

Relev昌size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

Characteranddifferentialspeciesofassociation  

群集模倣種・区分種   

オヒシバ   

アキメヒシバ   

Eleusine indica 

Digitaria violascens 

Characteranddifferentialspeciesofhigherunits  

上級単位の標徴種・区分種  

ニワホコリ  

ネズミノオ  

随伴種  

イヌビエ  

メヒシノヾ  

オオクサキビ  

3・4  

十  

3・4  1・2  1・2  
＋  1・2  ・  2・2   

2・3   ＋・2  

Eragrostismulticaulis   

Sporobolus fertilis 

Companionspecies：  

Echinochloacrus－galli  

Digitaria adscendens 

Panicum dichotomiflorum  

Additionalspeciesoccuringonce出現1回の種  

inRelev昌ref．no．2：PolygonumnodosumオオイヌタデH－＋；nO．3：CynodondactylonギョウギシバH－1 ・1，  

EragrostispoaeoidesコスズメガヤH－＋・2；nO．4：EquisetumarvenseスギナH－＋・2，Chenopodiumalbum  

シロザH－＋，CyperusmicroiriaカヤツリグサH－＋，PolygonumlongisetumイヌタデH－＋．  

Location調査地  

inRelev6ref．no．1：Kajiwara 5－Chome梶原5丁目；nO．2：Sasada笹田；  

no．3：Ohya大谷；nO．4：Kamakurayama 2－Chome鎌倉山2丁目．  

物を主とした植物群落が，耕作管理に適応して永年に  

わたり持続群落を形成する。畑地の雑草群落はカラス  

ビシャクーニシキソウ群集としてまとめられた。  

20．カラスビシャクーニシキソウ群集（Tab．18）  

（1）相観：主に草丈の低い葡旬性の1年生植物が，  

耕作作物の間にまばらに生育する。（2）立地：耕作  

されている畑地。（3）分布：畑地そのものが地域内  

に少なくなっているため，手広地区，常盤地区，山崎   

サ，シロツメクサなどが優占している。ヒメムカショ  

モギーオオアレチノギク群落は，構成する種に帰化植  

物が多く，近年都市周辺域に急速に広がっている。深  

沢地域の場合も，かっての田園景観がこのような帰化  

植物群落によって大きく変貌してきていると考察され  

る。  

3）畑地雑草群落   

定期的に耕作の繰り返される畑では，短期1年生植  
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Tab．16 踏跡地草本植物群落  
（オオバコクラスPlantaginetea majoris Tx．etPrsg．1950）  

1）カゼクサーオオバコ群集  

Eragrostio ferrugineae－Plantaginetum asiaticae Tx．1977  

2）カワラスゲーオオバコ群集  

Cariciincisae－Plantaginetum asiaticae Tx．1977  

3）チカラシバ群落PeTmisetumalqpecuroidescommunity  

Communitynumber  群落区分   

Relev6referencenumber  通し番号  

Originalrelev6number（infield）調査番号  
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調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

海抜高度（m）  

方位  

傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数  

Relev昌date  

Relev昌size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

Characteranddifferentialspeciesofassociation  

群集標徴種・区分種   

カゼクサ  

カワラスゲ  

クサイ  

4・4  4・4  5・5 1・2  Eragrostisferruglnea   

Carexincisa   

Juncus tenuis  

Differentialspeceisofcommunity  

群落区分種   
チカラシバ  Pennisetumalopecuroides  

Character and differentialsl〕eCies ofhiどherunits：   

上級単位の標教程・区分種   

PlantagoasiAtica   

Eleusineindica   

Digitariaviolascens   

Polygonumaviculare   

Trifoliumrepens   

Hydrocotylemaritima   

Duchesneachrysantha   

Taraxacum officinale  

Companionspecies：  

オオバコ   

オヒシノヾ   

アキメヒシバ   

ミチャナギ   

シロツメクサ   

ノチドメ   
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シロザ  
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Digitaria adscendens 

Erigeron philadelphicus 

Equisetum arvense 

Chenopodiumalbum  

Additionalspecies   

inRelevをref．no．3：ArtemisiaprlnCePSヨモギH－＋・2，DigitariatimorensisコメヒシバH－＋・2；nO．5：Festuca  

parviglumaトボシガラH－＋・2，AgropyronkamojiカモジグサH－十，Microstegium vimineum var．polystachyum  

アシボソH－＋；nO．6：Veronicapersipaオオイヌノフグリ H－＋，RumexacetosaスイバH－＋，0Ⅹalis corniculata  

カタバミ H一十；nO．7：Amphicarpaeatrispermヤプマメ H－＋，BidenspilosaコセンダングサH－＋，Puerarialoba－  

taクズH－＋・2；nO．8：Erigeronsumatrensisオオアレチノギク H－＋．  

Location調査地：  

inRelevもref．no．1：Gokurakuji2－Chome極楽寺2丁目；nO．2：Mine峯；nO．3：Shichirigahama higashi3－  
chome七里ケ浜東3丁目；nO．4：Kamakurayama 3rchome鎌倉山3丁目；nO．5：Shimizugaeri清水帰り；nO．6：  

Kamakurayama 2－Chome鎌倉山2丁目；nO．7：Fujizuka富士塚；nO．8：Sasada笹田．   



163  

Tab．17 ヒメムカショモギーオオアレチノギク群落屈rigero71Cα乃αde托S去5一助・fgero几S弘mαかで花β吏5  

（シロザクラスChenopodietea Br．－Bl．1951）  
a）ススキ下位群落 LowerunitwithMiscanthussinensis  
b）シバ下位群落  LowerunitwithZoysLa］qPOnica  
C）ブタクサ下位群落LowerunitwithATnbrosiaartemisiaqfoliavar．elatioT・  

COmmunity  

群落区分   

通し番号  

調査番号   

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

Communitynumber   

Relev6referencenumber  
Originalrelevるnumber（infield）   

Relev6date  

Relev昌size  

Altitude  

Aspect  
Slope  
Heightofherblayer  
Coverofherblayer  
Numberofspecies  

6
Y
T
l
1
8
8
8
4
×
6
2
2
・
L
l
・
6
9
5
2
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0
 
 

1
 
 
 

Y
T
2
9
8
8
8
1
8
×
8
6
8
 

5
 

N
E
3
1
・
 

N
 
 

4
Y
T
3
1
8
8
8
1
8
×
5
3
0
・
L
O
・
5
9
5
1
4
 
2
 
 
 

3
Y
T
3
2
8
8
8
1
8
×
5
3
0
N
E
3
0
・
5
1
0
0
1
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 

1
 

N
 
 

2
Y
T
3
3
8
8
8
1
8
×
7
3
0
N
2
0
0
・
8
1
0
0
1
2
 
3
 
 
 

1
Y
T
訂
8
8
9
9
×
5
4
4
・
L
O
・
8
9
5
1
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 

）
 
 
m
 
 
 
さ
率
 
 

（
 
 
）
高
被
 
 

度
 
0
 
の
植
数
 
 

高
 
（
層
層
種
 
 

抜
位
斜
木
本
現
 
海
方
傾
草
草
出
 
 

Differentialspeciesofcommunity：群落区分種   
Erigeroncanadensis  ヒメムカショモギ   

ArtemisiaprlnCepS  ヨモギ   

Erigeronannuus  ヒメジョオン   

Setariafaberi  アキノエノコログサ   

Erigeronsumatrensis  オオアレチノギク  

Differentialspeciesoflowerunits：下位群落区分種   

2
 
2
 
2
 
4
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

＋
 
＋
 
1
 
5
 
 

3
 
2
 
 
 
 
2
 
 

＋
・
・
・
・
 
 
 

3
 
＋
 
 
1
．
 
 

2
2
 
 

＋
・
十
・
・
 
 
 

＋
 
 
＋
 
 

2
 
 ・

・
＋
・
＋
 
 

＋
 
 

2
 
2
 
2
 
 

・
・
・
＋
 
十
 
 

＋
 
2
1
 
 

2
 
 

2
 
 ・

＋
・
・
＋
 
 

l
 
 

l
 
 

Miscanthus sinensis  ススキ   
ZoyslaJaPOnica  シバ   

Ambrosiaartemisiaefoliavar．elatior ブタクサ   

PlantagOaSiatica  オオバコ   

EchinochloacruS－galli  イヌビエ   

AgropyronkamoJl  カモジグサ  

Characteranddifferentialspeciesofhighermits：  

上級単位の標教程・区分種   
Digitariaadscendens   
Bromus catharticus   
Cyperusmicroiria   
Oxalis corniculata   
Chenopodiumalbum   
Gnaphaliumaffine   
Polygonumlongisetum   
LepidiumvlrglnlCum   
Sonchus oleraceus   
Veronica arvensis   
Erigeron bonariensis 
Companionspecies：  

メ ヒシ′ヾ   

イヌムギ   

カヤツリグサ   
カタバミ   

シロザ   

ハハコグサ   

イヌタデ   
マメダンバイナズナ   

ノゲシ   

タチイヌノフグリ   

アレチノギク  

随伴種   
シロツメクサ   

アメリカセンダングサ   

セイヨウタンポポ   

スギナ   

コブナグサ  

・
＋
・
・
・
・
・
・
＋
 
＋
 
＋
 
 

2
 
 

2
 
 

・
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
 
 

＋
 
 

＋
 
 

2
 
 
 

2
●
 
 

・
＋
 
＋
 
＋
・
・
・
・
・
・
・
 
 

2
 
 

4
 
 ・

・
＋
 
＋
・
＋
・
・
・
・
・
 
 

4
 
 

2
 
 ・

・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
 
 

1
 
 

2
 
 

4
 
 ・

＋
・
・
・
・
・
・
・
 
●
 
●
 
 

1
 
 

5
 
 

Trifolium repens 
Bidens frondosa  
Taraxacum officinale  
Equisetum arvense 
Arthraxonhispidus  

3
 
2
 
 
 
 
2
 
2
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

2
 
1
 
 
 

＋
 
＋
 
 

4
 
 

・
 

4
 
 

2
 
 

2
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 

1
 
 

2
 
 

2
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

＋
 
 

3
 
 

・
＋
・
・
・
 
 

3
 
 

2
1
 
 ・

・
＋
・
・
 
 

＋
 
l
 
 

Additionalspeciesoccuringonce出現1回の種：   
inRelev昌ref．no．1：EragTOStiscurvulaシナダレスズメガヤ H，1・2；nO．2：Agrostis alba コヌカグサH－＋，   
PennisetumalopecuroidesチカラシバH－＋；nO．3：EleusineindicaオヒシバH－＋・2，Euphorbia pseudochamaesyce   
ニシキソウH－＋，AchyranthesfaurieiヒナタイノコズチH－＋；nO．4：JunCuStenuisクサイ H－＋・2，Alopecurus   
aequalisスズメノテッポウHL＋・2，ViciaangustifoliaヤハズエンドウH－＋，nO．5：PhleumpratenSeオオアワガェ  
リ H－＋・2，Kummerovia striata ヤハズソウ H－＋・2，Festucarubra var．pacifica ヒロハウシノケグサ H，＋，   
PolygonumnodosumオオイヌタデH－＋，RorippaindicaイヌガラシH－＋；nO．6：Oenotherabiennisアレチマツヨイ   
グサH－＋・2，PolygonumaviculareミチャナギH－＋・2，Oenotheralacini訪㌃ 
altissimaセイタカアワダチソウH－＋・2，PaspalumdilatatumシマスズメノヒエH一＋・2，Loliumtemulentumドク   
ムギHr＋，RuneXCOnglomeratusアレチギシギシH－＋，MoruSbdmbycisヤマグワH－＋，Lolium multifl0rum ネズ   
ミムギH－＋，PolygonumPilosumオオケタデH－＋．  
Location調査地：  

清水帰り；nO．2，3：Biwada琵琶田；nO．4：Tatebori縦堀；  inRelev6ref．no．1：Shimizugaeri   
no．5：Miyanoue宮之上；nO．6：Mineyama峯山．   
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Tab．18 カラスビシャクーニシキソウ群集 Pinellio ternatae－Euphorbietum  

psedochamaesycis Miyawaki1969（Chenopodiecea Br．－Bl．1951）  

a）コハコベ亜群集  Subassociation with Stellaria media  
b）典型亜群集  Typicalsubassociation  
C）エノキグサ亜群集 Subassociation with Acalypha australis  

群落区分   

通し番号  
調査番号   

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）   

海抜高度（m）  

方位  
傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数  

Communitynumber   

Relev6referencenumber  

Originalrelev昌number（infield）   

Relev6date  

Re王ev昌size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

HeightofHerblayer  

CoverofHerblayer  

Numberofspecies  

5  4   

5
↑
2
2
8
8
8
1
8
×
7
7
0
・
L
O
・
4
7
5
2
2
 
Y
 
 
 

4
Y
T
1
3
6
8
8
1
2
2
×
3
4
9
・
L
O
・
2
3
0
1
8
 
3
 
 

3
Y
T
1
3
9
8
8
1
2
2
×
5
5
6
・
L
O
・
2
6
0
1
2
 
3
 
 

2
Y
T
l
1
4
8
8
1
1
1
×
5
1
6
．
L
M
3
0
1
9
 
1
 
 

1
Y
T
1
2
3
8
8
1
1
1
1
×
2
5
0
・
1
0
・
1
4
0
1
6
 
 

Characモeranddifferentialspeciesofassociation   

群集標徴種・区分種   
ホトケノザ   

スベリヒユ   

オオイヌノフグリ   

ウシハコベ   

ヒメオドリコソウ   

コニシキソウ   

タカサブロウ  

亜群集区分種  
コハコベ   

タネッケバナ   

ハキダメギク   

コゴメガサツリ   

エノキグサ   

エノコログサ   

クワクサ   

コセンダングサ   

ザクロソウ   

オオニシキソウ   

上級単位の標徴種・区分種   

カヤツリグサ   

カタバミ   

ハハコグサ  

メ ヒシソヾ   

ノゲシ   

イヌタデ   

ノボロギク   

シロザ   

ハルタデ   

コヒルガオ  

随伴種   
スギナ   

ヤハズエンドウ   

スズメノカタビラ   

アキメヒシバ   

イヌガうシ  

耕作作物   
ニンジン   

ダイコン   

コマツナ   

ホウレンソウ  

＋  

2
 
2
 
2
 
2
 
＋
 
2
 
＋
 
 
 

＋
 
2
 
＋
 
＋
 
 
1
 
 

2
 
 

＋
・
・
・
・
＋
・
 
 

2
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 

・
・
・
・
＋
・
・
 
 

＋
 
 
 
 
＋
 
 

2
2
 
 

・
＋
・
・
＋
・
＋
 
 

l
 
 
 
＋
 
 

＋
 
＋
・
＋
・
・
・
 
 

Lamiumamplexicaule   

Portulaca oleracea   

Veronicapersica   

Stellaria aquatica 

Lamiumpurpureum   

Euphorbiasupina   

Ec虹ptaprostrata  

Differentialspeciesofsubass．   

Stellariamedia   

Cardamineflexuosa   

Ga血sogac山ata   

Cyperusiria   

Acalyphaaustrali＄   

Setariaviridis   

Fatoua vi皿osa   

Bidenspilosa   

Mollugopentaphylla   

Euphorbia maculata 

Characteranddifferentialspeciesofhigherunit   

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

2
 
 
 
 
2
 
 

・
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
 
 

＋
 
 
2
 
 

1
 
2
 
1
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
＿
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

l
 
＋
 
1
 
 

2
 
＋
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
 
 
 
＋
 
 

2
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 

・
・
・
・
＋
・
・
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
 
＋
 
＋
 
 
 
 
1
 
 

2
 
＋
 
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
 
 

Cyperusmicroiria   

Oxalis corniculata 

Gnaphalium affine 

I）igitariaadscendens   

Sonchusoleraceus   

PolygonumloJlgisetum   

Seneciovulgaris   

Chenopodiumalbum   

Polygonumpersicaria   

Calystegia hederacea 

CompanioIISpeCies二   
2
 
・
＋
・
・
・
 
＋
 
 

2
 
・
十
 
＋
・
＋
 
 
 
 
 
 
＋
 
 

2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
・
・
＋
・
・
 
＋
 
 
 
 
 
 
＋
 
 

2
 
2
 
 

1
 
＋
 
 

2
2
 
 

＋
・
 
●
 
ト
・
 
 

f
 
＋
 

Equisetumarvense   

Viciaangustifolia   

Poa．annua   

Digitariaviolascens   

Rorippa indica 

Farmproducts   

＋  2 
 

2
 
2
 
 

＋
 
2
 
 

4・4  Daucuscarota   

RaphanuSSativusvar．hortensis   

Brassicarapavar．perviridis   

Spinaciaoleracea   

Additionalspeciesoccuringonce出現1回の種  

1・2  

inRelev6ref．no．1：Ste11ariaalsinevar．undulataノミノフスマH－1・1，PolygonumlongisetumイヌタデHr＋・2，Duchesneachrysan－   

thaヘビイチゴH，＋，Pleioblastuschin0アズマネザサ H一＋；nO．3：Lysimachia japonica f．subses＄ihs コナスビH－3・3；nO．4   
GnaphaliumpurpureumチチコグサモドキH－2・2，TaraxacumofficinaleセイヨウタンポポH－＋，Indigoferapseudotinctoriaコマツナギ   
H一＋，CerastiumglomeratumオランダミミナグサH－＋，MazusmiquelhムラサキサギゴケH一＋；nO．5：EleusineindicaオヒシバHr＋   
2，Erigeronannuus ヒメジョオンH－＋．  

Location調査地  
inRelev6ref．no．1：Ikenotani池之谷；nO．2：Ohkubo大久保；nO．3，4：Mine峯；nO．5：Kamakurayama 2－Chome鎌倉山2TEL   
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された。  

23．ノミノフスマーケキツネノボタン群集（Tab．20）  

（1）相観：カズノコグサが優占し，ケキツネノボタ  

ンなどを混生する。（2）立地：排水後の休耕水田。  

（2）分布：今回は笹田において植分が得られたのみ  

であるが，一般に水田に普通にみられる。ノミノフス  

マーケキツネノボタン群集は，休耕水田に春先みられ，  

通常は水田の耕作開始とともに消え去る群落である。  

24．オオクサキピーヤナギタデ群集（Tab．20）  

（1）相観：ヌカキビなどが優占し，ホウキギク，カ  

ワラスガナなどを混生する。（2）立地・分布：流水  

辺，砂礫地などで富養な立地。ここではやや湊水のあ  

る谷戸地にみられた。標徴種・区分種のうち，ヤナギ  

タデ，オオイヌタデを欠く。これらのタデ類はより湿っ  

た流水辺などでよくみられたが，今回調査された植分  

の立地は，部分的にやや乾燥しており，ホウキギクが  

ヌカキビと同被度で群落を構成している。そのため相  

観的にもオオクサキビーヤナギタデ群集の典型的な植  

分とはかなり異なっていると考えられる。  

25．ミゾソバ群落（Tab．20）  

（1）相観：ミゾソバが優占し，セリ，スギナなどを  

混生する。（2）立地：水田放棄地で，水が溶出して  

いる所。水深が1cm程度になることもある。（3）  

分布：水田放棄地では普通にみられるため，深沢地域  

全体に広く分布する。水田はかつて深沢地域に広い面  

積を占めていたが，近年そのはとんどは宅地や工場地  

となった。今なお耕作の続けられる水田も市内では多  

い方であるが，谷戸地などには，放棄された水田を多  

く見かける。ミゾソバ群落は放棄後まだ年数の浅い所  

に主として生育している。  

26．オランダガラシ群落（Tab．20）  

（1）相観：オランダガラシがはとんど単一的に優占  

する。（2）立地：他の水辺で，水深 5cmはどの所。  

池側でモ類の群落，陸側でミゾソバ群落と接している。  

（3）分布：今回は，夫婦池（池ノ谷）および山崎地  

区で生育が確認された。今回生育の確認された池は，  

いずれも人工の溜め池であるが，水の出入りが比較的  

緩慢で，土壌がたまり富養になっている。オランダガ  

ラシは一般に，河の流水辺でやや土がたまった所に群  

落をっくっているが，深沢地域では大きな河川が地域  

内にないため，群落はこのような他の水辺に限られる。  

6）水辺不安定地の草本植物群落   

水田の畦や隣接地などには，カモジグサーギシギシ  

群団の種で構成され，一定の撹乱を受けて持続する植  

物群落が生育する。今回の調査では，カ干ジグサーギ  

シギシ群落としてまとめられた。   

地区などの一部に限られる。カラスビシャクーニシキ  

ソウ群集は，集約的な耕作管理に適応する植物群落で，  

種組成は安定し，生活形・生育形がはぼ決まっている。  

すなわち，構成種は1年生植物でも短期に開花・結実  

し，葡旬形態をとり，また好窒素性のものが多い（宮  

脇他1972a）。またカラスビシャクーニシキソウ群集  

は季節的に種組成が変化し，冬季相，夏季相として区  

別されることが多い。今回調査された植分は，コハコ  

ベ下位群落を冬季相，エノキグサ下位群落を夏季相と  

して，位置づけることができる。また特別な区分種を  

もたない典型下位群落は，調査時期（12月）からいっ  

ても，冬季相から夏季相に移り変わる途中相であると  

考えられる。そのため，両者の構成種が混ざりあって  

いる。深沢地域では，除草が良く施され，雑草のはと  

んどない畑が多い。稲村ケ崎では畑そのものも少なく  

なっている。しかし，畑地は子供にとっても親しみや  

すい緑地の一つであり，その中に生育する雑草群落は，  

植生高・植被率をみても観察がたやすい。しかも自然  

立地に生育する野生植物と異なった生態的特質をもつ  

ため，自然教育に生かすためにも，見本的に残したい  
聯  

群落である。  

4）半陰地林縁の草本植物群落   

谷戸地や崖の陰になる日当たりの悪い林縁には，ヨ  

モギクラスの多年生草本植物からなる群落が生育して  

いる。  

21．チヂミザサードクダミ群集（Tab．19）  

（1）相観：ミョウガ，ミゾシダなどが優占する。  

（2）分布：手広地区大谷で植分が得られた。谷の最  

下部に少量の流水があり，歩道もしばしば惨水でぬか  

るんでいるという，非常に湿った立地に生育している。  

22．ドクダミーヤプミ ョウガ群集（Tab．19）  

（1）相観：ヤプミョウガが優占し，ドクダミ，コチ  

ヂミザサなどを伴う。（2）立地人家や歩道に接した  

林縁部で，やや日当たりがあり，適潤な所。斜面方位  

は北～北西，傾斜角度は0～15度である。（3）分布：  

山崎地区，鎌倉山など。今回得られた植分の立地は，  

崖下の流水辺窪地という陰湿な場所から，人家裏の比  

較的明るい場所とさまざまである。陰湿な場所では出  

現種数も少なく，ヤプミョウガも高い被度で優占する  

が，明るい場所では出現種数が多くなり，ケチヂミザ  

サやアズマネザサなどが高い被度で混生する。ヤプミョ  

ウガの花期は8～9月で，白い花の群生が美しい。  

5）水田放棄地等の草本植物群落   

水田放棄地や他の周辺などには，好窒素性の一年生  

草本植物が，比較的単純な相観をもつ群落をっくって  

いる。今回の調査では，次の4群集および群落が確認  
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Tab．19 半陰地林縁の草本植物群落  
（ヨモギクラスArtemisietea principis MiyawakietOkuda1972）  
1）チヂミザサードクダミ群集  

Oplismeno undulatifolii－Houttuynietum  

COrdatae OhbaetSugawara1982  
2）ドクダミーヤプミョウガ群集  

Houttuynio－Pollietum japonicae MurakamiinMiyawaki1984  

群落区分   

通し番号1  

調査番号   

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）   

海抜高度（m）  

方位  
傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数  

Communitynumber   

Relev昌referencenumber  

Originalrelev昌number（infield）   

Relev6date  

Relevちsize  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

／一／  
2
 
Y
 
 

5
Y
T
3
6
8
8
9
9
×
4
2
6
N
5
0
・
6
8
5
柑
 
3
 
 
 

Y
T
2
1
8
8
8
1
8
×
5
7
0
N
1
5
 

4
1
・
5
7
5
1
6
 
4
 
 
 

3
K
a
1
2
0
8
8
1
0
2
5
×
4
7
0
・
L
1
2
8
0
1
5
 
1
 
 

≧
 
叩
」
5
8
8
7
9
 
×
4
3
0
W
1
0
1
9
0
9
 
2
 
 
 
 
N
 
 

Y
T
7
2
8
8
1
0
7
×
5
2
2
N
l
O
O
・
6
6
0
1
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

Characteranddifferentialspeciesofassociation  

群集標徴種・区分種   

ヤプミョウガ   

ミズヒキ  

Polliajaponica 

Polygonumf揖forme  

5・4 5・5 4・4 3・3  
1・2   ＋  1・2  

Characteranddifferentialspecie＄OfPolygono fihformis，Houttuynioncordatae  
ズヒキードクダミ群団の標徴種・区分種  

ドクダミ  

ヒカゲイノコズチ  

コチヂミザサ  

イヌワラビ  

ミツノヾ  

シュウブンソウ  

ケヤプハギ  

ナヰリスゲ  

ヌスビトハギ  

ケチヂミザサ  

ハナタデ  

クサコアカソ  

ツルカノコソウ  

アオミズ  

Houttuynia cordata 

Achyranthesjaponica  

Oplismenu＄undulatifoliusVar．japonicus  

Athyrium niponicum 

Cryptotaeniajaponica  

Rhynchospermumverticinatum  

Desmodiumfanax  

Carex lenta 

I）esmodiumoxyphyllum  

Oplismenusundulatifolius  

Polygonum yokusaianum 

Boehmeriagracih＄  

Valeriana flaccidissima 

Pileamongolica  

4
2
2
 
 

＋
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
＋
 
＋
 
 

4
 
2
 
＋
 
 

4
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 
 

＿
 
 
＿
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
＿
 
 
●
 
 
＿
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

3
 
＋
 
2
 
＋
 
＋
 
 
 

2
 
 
 
 
2
 
2
 
2
 
 

■
 
＋
 
・
・
・
・
・
 
●
 
●
 
●
 
・
 
●
 
●
 
●
 
 

l
 
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
 
 

2
 
2
 
2
 
 

3
 
 

・
・
・
＋
・
・
＋
 
＋
・
・
・
・
・
・
 
 

2
 
1
 
＋
 
 
 
 
 
2
 
 

Characterand舶fferentialspec嘩‥  
ヨモギクラスの標徴種・区分種   

Corydalis incisa 

Polygonumlongisetum   

Clinopodium gracile 

Rubia akane 

Companionspecies：   

ムラサキケマン   

イヌタデ   

トウバナ   

アカネ  

随伴種   
イノデ   

アマチャヅル   

ミョウガ   

ミゾシダ   

ヤプガうシ   

イワガネソウ   

セリ  

・
・
・
 
＋
 
 

2
 
2
 
 

・
・
 
＋
・
 
 

l
 
l
 
 

Polystichumpolyblepharum   
Gynostemmapentaphyllum   
Zingibermioga   
Stegnogramma pozoisubsp．mollissima   
Cayratiajaponica   
Coniogramme）apOnica   
Oenanthejavanica   

Additionalspeciesoccuringonce出現1匝lの種  

2  

＋  2
 
 

2
 
 

＋
・
・
＋
 
＋
・
＋
 
 

＋
 
 
 
 
＋
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
＿
 
 
 
●
 
 

1
 
 

2
 
・
・
・
・
・
 
・
 
 
 
＋
 
 

1
2
 
 

●
 
●
 
●
 
・
・
・
＋
 
 

1
 
＋
 
 

2
 
 
 
 
4
 
2
 
 

・
＋
・
・
・
・
－
 
 

＋
 
 
 
3
 
2
 
 
 

inRelev昌ref．no・1：CimicifugajaponicaイヌショウマH－1・2，AthyriumCOniliiホソバシケシダH－＋，Dryopterispacificaオオイタチ   
シダH－＋，LactucasororiaムラサキニガナH－＋；nO．2：BoehmeriaspicataコアカソH一＋・2＿」！旦J：Arachniodesstandishii．）ヨ   
ウメンシダH－1・1，Hemerocanisfulvaf．kwansoヤプカンゾウH－＋・2，Dryopterislacera9マワラビH－＋；nO．4：Plebblastu＄Chin0   
アズマネザサH－2・2，kisjaponicaシャガH－1・2，TrichosanthescucumeroidesカラスウリH－＋・2，Ophiopogonjaponicusvar．caes－   
pitosusカブダチジャノヒゲH－＋，PetasitesjaponicusフキH－＋，AphanantheasperaムクノキH－＋，Dryopteriserythrosoraペニシダ   
H－＋；nO．5：CommelinacommunisツユクサH－1・2，Carexsachalinensisvar．alternifloraオオイトスゲH－＋・2，0Ⅹahscomiculataカ   

タバミ H－＋，LiriopeplatyphyuaヤプランH，＋．   

Location調査地：  

inRelev6ref・nO、1：Ohya大谷；nO．2：Ikenotani地之谷；nO．3：Kajiwara5「血ome梶原5丁目；nO．4：こKamakurayama 2L  
chome鎌倉山2丁目；nO．5：馳imkugaeri清水帰り．   
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Tab．20 水田放棄地等の草本植物群落  
（タウコギクラスBidentetea tripartitae Tx．，Lohm．etPrsg．1950）  

1）オランダガラシ群落 NastuT・tiumqfficinalecommunity  

2）ミゾソバ群落 PoligonuTnthunbeTgiicommunity  

3）オオクサキビーヤナギタデ群集  

Panico－Polygonetum hydropiperis MiyawakietOkuda1972  
4）ノミノフスマーケキツネノボタン群集  

Stellario－Ranunculetum cantoniensis MiyawakietOkuda1972  

Communitynumber  群落区分  

Relev昌referencenumber通し番号  

Originalrelev昌number（infield） 調査番号  8
↑
3
8
8
7
9
×
1
2
8
・
L
 
O
 
O
・
7
5
0
1
1
 
Y
 

3
 
 
 

7
Y
T
7
1
8
8
1
0
7
×
2
1
6
．
L
O
M
8
0
1
0
 
1
 
 
 

6
Y
T
1
0
3
8
8
1
0
2
6
×
3
3
8
・
1
0
0
・
4
1
0
0
7
 
3
 
 
 

5
Y
T
1
0
5
8
8
1
0
2
6
×
3
4
0
・
L
O
O
・
6
1
0
0
7
 
2
 
 
 

4
Y
T
6
6
8
8
1
0
7
×
4
1
6
・
L
l
O
・
6
8
0
 

7
 
 

3
Y
T
1
1
7
舶
1
1
1
×
4
4
0
・
L
O
O
・
4
1
0
0
7
 
4
 
 
 

2
Y
T
1
2
0
8
8
1
1
1
×
2
4
0
・
L
5
0
・
3
1
0
0
3
 
1
 
 
 

1
Y
T
1
1
9
舶
1
1
1
×
1
4
0
・
L
5
0
・
2
1
0
0
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

海抜高度（m）  

方位  

傾斜（0）  

水深（cm）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数  

Relev昌date  

Relev昌size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Water depth 

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

Differentialspeciesofcommunity：群落区分種  

Nasturtium officinale  

Polygonum thunbergii 

Equisetum arvense 

Pilea hamaoi  

3
 
1
 
2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

3
 
1
 
＋
 
 

5
 
2
 
 

・
・
＋
 
 

5
 
＋
 
 

5
 
2
 
2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

5
 
＋
 
＋
 
 

5
 
2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 

5
 
1
 
 

Characteranddifferentialspeciesofassociation   

群集標教程・区分種   

ヌカキビ   

アメリカセンダンクサ   

イヌビェ   

カズノコグサ   

ケキツネノボタン   

カワジサ   

ヒエガェリ   

セトガヤ   

ムツオレグサ  

随伴種   

セリ   

サヤヌカグサ   

ホウキギク   
ドクダミ   

ヨシ  

3
 
3
 
2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 

3
 
2
 
1
 
 

Panicum bisulcatum   

Bidens frondosa   

Echinochloacrus－galli   

Glyceriaacutiflora   

Ranunculuscantoniensis   

Veronicaundulata   

Polypogonfugax   

AlopecurusJapOnicus   

Glyceria acutiflora 

Companionspecies：  

4
 
1
 
2
 
2
 
2
 
 

・
・
・
・
・
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1
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1
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1
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3
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●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 

2
 
 

4
 
2
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●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

3
 
＋
 
 

・
＋
 
・
・
・
 
 

Oenanthe javanica 

Leersia sayanuka 

Aster subulatus  

Houttuynia cordata 

Phragmitesaustralis  

Additionalspeciesoccuringonce出現1回の種  

inRelev昌ref．no．1：HydrillaverticillataクロモH－＋・2；nO．2：PolygonumjaponicumシロバナサクラタデH－  

1・1，ArthraxonhispidusコブナグサH－＋・2，PhalarisarundinaceaクサヨシH－＋；nO．4：Polygonumyokusaia－  

numハナタデH－1・1，AchyranthesfaurieiヒナタイノコズチH－＋，Circaea mollis ミズタマソウ H－＋；nO．6：  

Polygonumsieboldiiアキノウナギツカミ H－3・3；nO．7：CyperussanguinolentusカワラスガナH－2・2，Ky11inga  

gracillimaヒメクグH－1・2，Cyperusdifformisタマガヤツリ H－1・1，Glycinesojaツルマメ H一＋・2，Cyperusiria  

コゴメガヤツリ H－＋，Fimbristylis dichotomaテンツキ H－＋；nO．8：Hydrocotyle maritimaノチドメ H－＋・2，  

RumexjaponicusギシギシH－＋，ThlaspiarvenseダンパイナズナH－＋．  

Location調査地  

inRelev6ref．no．1，2：Ikenotani池ノ谷；nO．3：Kamakurayama 3－Chome鎌倉山3丁目；  
no．4，7：Ohya大谷；nO．5：Daimine台峯；nO．6：Kurakubo倉久保；nO．8：Sasada笹田．   
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27．カモジグサーギシギシ群落（Tab．21）  

（1）相観：イヌムギ，ネズミムギなどが優占し，ギ  

シギシなどを混生する。（2）立地：水田の畦もしく  

は隣接地の湿った所。年に1～2回の冠水や踏みつけ，  

刈り取りなどの撹乱を受ける所。（3）分布：水田周  

辺に普通にみられるものと考えられるが，深沢地域で  

はあまりみられなかった。深沢地域の水田には，周囲  

が開けた平坦地に作られたものと，湿った谷戸地形を  

生かして丘陵部に食い込むように作られたものの2タ  

イプがある。後者の場合水田に谷戸いっぱいの面積を  

使い，やや高くなっている場所を畑や果樹園に利用し  

ているため，水田を横切る畦道は少ない。また前者の  

場合でも，近年耕作面積の減少に伴って，畦道は少な  

くなっている。今後このような水田周辺に生育する群  

落は，ますますその分布を狭められていくものと思わ  

れる。稲村ケ崎地区では湿った路畦などに生育してい  

る。  

7）湿性地の草本植物群落   

水田放棄地や他の水際などの浅水地には，ヨシを中  

心とした植物群落が見られる。ここでは，それらはす  

べてヨシ群落としてまとめられた。  

28．ヨシ群落（Tab，22）  

（1）相観：ヨシが優占し，群落高は高いもので2．5  

mに達する。（2）立地：水田放棄地や他の水際で，  

地表に渉水または0．5～30cmの帯水がある所。（3）  

分布：常盤地区・山崎地区の水田放棄地および手広地  

区の池辺。ヨシは河川流域などによく見られ，水深の  

やや深い所で古ま純群落をっくる。深沢地域におけるヨ  

シ群落は，はとんどが水田放棄地にみられるもので，  

水深は浅く，またタウコギクラスの種などが多く入り  

込んでいる。ヒメガマ下位群落はヨシとヒメガマの2  

種だけからなる群落で，水深も深く貧養な立地に生育  

する植分である。セリ下位群落は，水深はあっても  

0．5cm程度で，セリ，ミゾソバ， スギナといった種  

で特徴づけられ，やや富養な水田放棄地に生育する植  

分である。チゴザサ下位群は，ミゾソバが優占種とな  

るが，ヨシがやや群生することから，ミゾソバ群集と  

区別してヨシ群落に組み入れた。この植分が最も富義  

な立地に生育している。   

水田は耕作を放棄されると，まずミゾソバやチゴザ  

サが群落をつくり，次いでヨシ群落に遷移していく。  

したがってヨシ群落の生育は耕作放棄後の年数がやや  

長いことを示しておる。放棄水田の増えつつある深沢  

地域では，特に谷戸地でみられる場所が多くなってい  

る。  

9）沈水植物群落   

深沢地域には人口の溜め池が数個あり，そのいくっ  

かではクロモなどの水生植物やスイレンが水際に沿っ  

て群落をつくっているのがみられる。  

29．クロモ群落（Tab．23）  

（1）相観：クロモまたはオオフサモが優占する。  

（2）立地：他の水中で水深が5～20cmの所。（3）  

分布：笛田地区の夫婦池。深沢，稲村ケ崎地区の溜め  

池は面積も小さく，周辺の土が流れ込んで水際はやや  

富養になっているようである。水際にはオランダガラ  

シが群落をっくっていることが多く，それに続いてや  

や深い所でクロモなど水生植物の群落がみられる。  

30．オオフサモ群落（Tab．23）  

（1）相観：オオフサモが優占する。（2）立地：他  

の水中で水深が5cm程度の所。（3）分布：山崎地  

区の貯水池。オオフサモ群落は，オランダガラシが僅  

かに入り込む他ははぼ純群落となっている。クロモが  

ほとんど水中に没するような形で生育するのに対し，  

オオフサモは水面から出て立ち上がり，水辺にその明  

るい緑色が鮮やかである。  

31．スイレン群落（Tab．23）  

′（1）相観：スイレンだけの純群落。（2）立地：他  

の水中で，水深が30～40cmの所。（3）分布：手広  

地区大谷。スイレンは植栽によるもの。  

〔2〕現存植生図   

現地調査で深沢地域に現存する植物群落について植  

生調査資料を得た。1988年1月撮影の1／5000カラー  

航空写真を基盤として群落の広がりを1／10000の地  

形図上に措いた。さらに現場で確認調査を行ない，1  

／10000深沢地域現存植生図を作製した。  

〔A〕森林自然植生  

自然林としてイノデータブノキ群集が面積的には少な  

いが上町屋地区，天神山地区，常盤地区などにきわめ  

て局部的に残されている。社寺の境内や裏山に単木の  

タブノキは見られるが，植生図上に表せるはどの広が  

りはもたないことが多い。高木層にスダジイが優占す  

るヤプコウジースダジイ群集は，深沢地域に現存する  

自然植生としては最も一般的で，面積的にも多い。青  

蓮寺（手広地区）や併行寺（鎌倉山地区）周辺にまと  

まった分布があり，八雲神社（常盤地区）などでよく  

発達した植分が見られる。なお，過去に伐採を受けた  

後復元したスダジイ萌芽林が丘陵尾根部などに見られ  

る。高木層にケヤキが優占し，イロハモミジを伴う落  

葉広葉樹・常緑広葉樹混交林のイロハモミジーケヤキ  

群集は，面積・分布ともに少なく急斜面に細く帯状に  

生育している。鎌倉山地区，手広地区，山崎地区など   
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Tab．21カモジグサーギシギシ群落 AgrqpyronkaTnqii－RuTneXjaponicuscommunity  

（カモジグサーギシギシ群団 Agropyro kamoji－Rumicion japoniciMiyawakiet  
Okuda1972）  

通し番号  

調査番号  

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

海抜高度（m）  

方位  

傾斜（0）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数   

2
Y
↑
1
3
8
8
8
4
×
8
2
3
・
L
 
O
・
8
1
0
0
3
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
 

8
 

T
4
8
8
7
9
×
5
8
・
1
0
・
1
0
0
1
0
 
1
 
Y
 
l
 
 

Relevk reference number 

Originalrelev昌number（infield）  

Relevb date 

Relev6size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

群落区分種   

カモジグサ   

ギシギシ   

イヌムギ   

ネズミムギ   

コヌカグサ  

ウシハコベ   

アレチギシギシ   

ドクムギ   

オオアワガェリ   

コニシキソウ  

Differentialspeciesofcommunity  
2
 
 
2
 
 
 
 
 
 
3
 
 
3
 
 
 
 
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
 

＋
 
 

1
 
＋
 
 
 
3
 
2
 
 
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

1
3
 

2
 
 

＋
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
 

Agropyron kamoji 

Rumex japonicus 

Bromus catharticus   

Lolium multiflorum  

Agrostis alba 

Stellaria aquatica 

Rumex conglomeratus 

Lolium temulentum  

Phleum pratense 

Euphorbiasuplna  

1
 
 
3
 
 

CharacteranddifferentialspeciesofPlantagineteamaJOris   

オオバコクラスの標徴種・区分種   

ノチドメ  

シロツメクサ  

オオバコ  

2
 
 
2
 
 

・
 
・
 
＋
 
 

2
 
＋
 
 

Hydrocotylemaritima   

Trifoliumrepens   

Plantagoasiatica  

Additionalspeciesoccuringonce出現1回の種  

inRelev昌ref．no．1：SetariaviridisエノコログサH－3・3，Coixlacryma－jobiジュズダマ H－1・2，Echinochloa  

crus－ga11iイヌビエH－1・2，Cyperusamuricusチャガヤツリ H－＋，Commelina communis ツユクサ Hr＋，Poa  

annuaスズメノカタビラH－＋；nO．2：Imperatacylindricavar．koenigiiチガヤH－3・4，Juncustenuisクサイ H－  

1・2，EquisetumarvenseスギナH－1・1，ArtemisiaprincepsヨモギH－＋・2，Sisyrinchiumatlanticumニワゼキショ  

ウH－＋・2，ⅠⅩerisdentataニガナH－＋・2，SolidagoaltissimaセイタカアワダチソウH－＋・2，Arthraxon hispidus  

コブナグサH－＋，PennisetumalopecuroidesチカラシバH－＋，TaraxacumofficinaleセイヨウタンポポH－＋，Ambrosia  

artemisiaefoliavar．elatiorブタクサH－＋，KummeroviastriataヤハズソウH－＋，Lysimachiajaponicaf．subsessilis  

コナスビH－＋，Leguminosaesp．マメ科の1種H－＋，AphanantheasperaムクノキHr＋，Kalimeris pseudoyomena  

カントウヨメナH－＋，PuerarialobataクズH－＋，OenotherabiennisアレチマツヨイグサH－＋，Geraniumthunbergii  

ゲンノショウコ H－＋，Juncuseffususvar．decipiensイ H－＋．  

Location調査地  

inRelev昌ref．no．1：Sasada笹田；nO．2：Goshonouchi御所ノ内．   
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Tab．22 ヨシ群落 PhaT・agTnitesaustraliscommunity  

（ヨシクラス Phragmitetea Tx．etPrsg．1942）  

a）ヒメガマ群落 7bphaangustatacommunity  

b）セリ群落  Oenanthejauanicacommunity  

bl．ツリフネソウ下位群落  LowerunitwithImpatienstextoT・i  

b2．アキノウナギッカミ下位群落  LowerunitwithPob官OnumSieboldii  

b3．セイタカアワダチソウ下位群落 LowerunitwithSolidagoaltissima  

b4．フジ下位群落  LowerunitwithWisteriafloribunda  

b5、チゴザサ下位群落  LowerunitwithIsachTWglobosa  

群落区分  

通し番号  

調査番号   

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

海抜高度（m）  

方位  

傾斜（0）  

水深（cm）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数  

Communitynumber  

Relev昌reference number  

Originalrelev昌number（infield）   

Relev昌date  

2  3  4  5  

YT YT YT YT  

6
Y
T
1
2
8
8
8
4
×
5
2
3
・
L
・
0
・
8
1
0
0
1
6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 

1
Y
T
6
7
8
8
1
0
7
×
8
1
6
・
L
3
0
2
8
0
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
 

107   104  7  

88   88   88  
0
2
8
8
1
0
2
6
×
5
3
5
・
L
O
・
5
2
・
2
 

1
0
 

1
 
 

5
 
 

10   10   

26    26  

3×   4×   

4  4   

46   40  

8
4
 
×
 
5
2
0
・
L
 
 

5
 
 

Relev昌size  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Depthofwater  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

L
O
・
5
1
9
 
1
0
 

5
 
5
 
6
 
 

り
れ
 
9
 
 

4
 
5
 
6
 
 

り
“
9
 
 

I）ifferentialspeciesofcommunity：群落区分種   

Phragmitesaustralis  ヨシ  

Differentialspeciesoflowerunits：下位群落および下位群区分種   

ヒメガマ   

セリ   
ミゾソバ   

スギナ   

ツリフネソウ   

ガマ   

サヤヌカグサ   

アキノウナギツカミ   

セイタカアワダチソウ   

ミツバアケビ   

フジ   

クズ   

チゴザサ   

オオフサモ   

イグサ   

ヒメクグ   

コウガイゼキショウ   

オギ   

コブナグサ  

随伴種   

Typhaangustata   

Oenanthejavanica   

Polygonumthunbergii   

Equisetum arvense 

ImpatieensLtextori   

Typhalatifolia   

Leeesiasayanuka   

Polygonumsieboldii   

Solidagoaltissima   

Akebia trifoliata   

Wisteriafloribunda   

Pueraria lobata 

Isachneglobosa   

Myriophyllum blasiliense 

JuncuseffusuSVar．decipiens   

Kyユ1ingagracillima   

Juncusleschenaultii   

Miscanthussacchariflorus   

Arthraxon hispidus 

Companionspecies：  
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一
一
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2
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l
 
 

l
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川
 
 
 
 
「
」
 
 

「‾‾－‾－「  

‡1●2‡  

1＋！  
L＿＿＿＿＿＿＿．．」  

Glechomahederaceavar．grandis カキドオシ   

Houttuniacordata  ドクダミ   

Additionalspeciesoccuringonce出現1回の種：  

inRelev昌ref．no、6：Hydrocotyle maritimaノチドメ H－1・2，Erigeronannuus ヒメジョオンH－＋・2，Pilea mon一   
golicaアオミズH－＋，CarexgibbaマスクサH－＋．  

Location調査地：  

inRelev6ref．no．1：Ohya大谷；nO．2，3：Daimine台峯；nO．4：Tokiwa常盤，nO．5：Kurakubo倉久保；nO．  

6：Goshonouchi御所ノ内．   
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Tab．23 沈水植物落  

1）クロモ群落  勒drillat）erticillatacommunity  

2）オオフサモ群落 A4b／T・iQPhyllu7nbT・aSiliensecommunity  

3）スイレン群落 〃ッmphaealotuscommunity  

Communitynumber  群落区分  

Relev占referencezlumber  通し番号  

Originalrelev昌number（infield） 調査番号  6
Y
T
6
8
8
8
1
0
7
×
4
1
6
・
L
3
0
0
6
0
1
 
3
 
 
 

5
Y
T
6
7
舶
1
0
7
×
4
1
6
・
L
4
0
0
7
0
1
 
4
 
 
 

4
Y
T
3
5
8
8
9
9
×
3
2
4
・
L
5
2
5
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
∩
仇
 
9
 
3
 
 
 

3
Y
T
3
6
8
8
9
9
×
1
2
6
・
L
5
2
5
9
0
2
 
1
0
 
 
 

Y
T
1
1
8
8
8
1
1
1
×
1
5
0
・
L
5
2
0
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
n
仇
 
8
 
 

2
 
 

1
 
 
 

Y
T
1
2
1
8
8
1
1
1
×
1
4
0
・
L
2
0
0
・
3
1
0
0
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（mxm）  

海抜高度（m）  

方位  

傾斜（0）  

水深（cm）  

草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現種数  

Relev昌date  

Relevもsize  

Altitude  

Aspect  

Slope  

Depthofwater  

Heightofherblayer  

Coverofherblayer  

Numberofspecies  

Differentialspeciesofcommunity：群落区分種   

5・5 1・2  Hydrillaverticillata  クロモ   

Myriophyllumbrasillense  オオフサモ   

Nymphaealotus  スイレン  

Companionspecies：  随伴種  

5・4  5・5  

4・5  4・4  

Nasturtiumofficinale  オランダガラシ  ＋  ＋  

Location調査地：  

inRelev6ref．no．1，2：Ikenotani池ノ谷；nO．3，4：Ikenotani池之谷；  

no．5，6：Ohya大谷．  

落は山崎地区，常盤地区，鎌倉山地区にまとまった分  

布があり，他にも新興住宅地や畑と接する所などに分  

布している。先駆性の陽樹で構成される低木林，クサ  

イチゴータラノキ群集の他，ハゼノキ，カラスザンショ  

ウが部分的に優占し他の二次林と相観上区別されるク  

サギーアカメガシワ群団の低木林は，山崎地区の谷戸  

地の他，梶原地区，手広地区の住宅地周辺などに分布  

している。   

スギ植林・ヒノキ植林は深沢地域の緑地のうちでは，  

オニシバリーコナラ群集に次いで広い面積を占め，丘  

陵部のほとんどに分布する。常盤地区，梶原地区にま  

たがる緑地や天神山にまとまった分布がある。山崎地  

区，梶原地区，鎌倉山地区などにモウソウチク林・マ  

ダケ林が点在しているが，特に鎌倉山地区に多い。ま   

の一部に分布する。  

〔B〕森林代償植生  

コナラ群落，ヤプデマリーコナラ群落，イヌシデ群落  

として記載された高木層にコナラまたはイヌシデが優  

占する落葉広葉樹二次林のオニシバリーコナラ群集は，  

深沢地域の緑地のうち最も広い面積を占める。分布は  

丘陵部が中心である。したがって平坦地の多い地域西  

部にははとんどない。類似した景観の高木層にオオシ  

マザクラが優占する落葉広葉樹二次林のオオシマザク  

ラ林は，群落としてはオニシバリーコナ ラ群集に含め  

られるが，植生図では相観を加味して区分された。常  

盤地区，手広地区，鎌倉山地区，山崎地区などの丘陵  

尾根部に点在する。高木層にミズキまたはムクノキが  

優占する落葉広葉樹二次林のミズキ群落，ムクノキ群  
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とまったマダケ林は少なく，はとんどがモウソウチク  

林である。クスノキ植林，マテバシイ植林は手広地区  

の一部にのみ分布している。その他クロマツ林は鎌倉  

山地区南部に限られ，他には低木の植栽地が梶原地区  

の一部にあるのみである。  

〔C〕先駆植生・草原植生   

丘陵部，造成地の法面などにアズマネザサまたはス  

スキが優占するクズーアズマネザサ群落，センニンソ  

ウ群集，ハコネウツギ群落などが面積的にも広く分布  

している。グランド，空き地，農道などの踏跡地には  

オヒシバーアキメヒシバ群集，カワラスゲーオオバコ  

群集，カゼクサーオオバコ群集，チカラシバ群落など  

が点在する。畑放棄地や富栄養な造成地ではヒメムカ  

ショモギーオオアレチノギク群落，アキノノゲシーカ  

ナムダラ群集，ペニバナボロギクーダンドボロギク群  

集などが草原を形成している。耕作されている畑地で  

は，畑地雑草群落のカラスビシャクーニシキソウ群集  

で代表され上町屋地区，手広地区にまとまってみられ  

る。他にも各地区に小面積で点在している。水田や休  

耕水田は手広地区，鎌倉山地区北部，山崎地区などの  

一部のみに分布は限られる。水田雑草群落としてノミ  

ノフスマーケキツネノボタン群集で示された。水田放  

棄地および湿性富養地は山崎地区に集中し，他に常盤  

地区，鎌倉山地区，手広地区の流水辺や池周辺などに  

分布している。放棄地や湿性の富養地に生育する草本  

植物群落，ミゾソバ群落，オオクサキピーヤナギタデ  

群集などで示された。ヨシ群落やハンノキ群落は湿性  

地植物群落として凡例に示され山崎地区と手広地区の  

一部に措かれている。水辺および沈水植物群落はオラ  

ンダガラシ群落，クロモ群落，オオフサモ群落，スイ  

レン群落がまとめられ山崎地区，鎌倉山地区の池周辺  

に示された。  

〔G〕その他   

公園や企業用地内，笛田公園，手広地区，梶原地区  

などにシバ植栽地が示された。果樹園は手広地区，梶  

原地区の一部に，苗固は手広地区，鎌倉山地区の一部  

に分布する。ニセアカシアなどの植栽地で，管理放棄  

され，相観的にススキが優占しているものは植栽放棄  

地として梶原地区，鎌倉山地区の一部に示された。そ  

の他住宅地，工場用地，駐車場などは住宅地，工場地，  

裸地として，庭・生垣に樹木が多く植栽されている住  

宅地は緑の多い住宅地，造成後まだ建物が建っていな  

い裸地は造成裸地，河川および池は開放水域として，  

合計25の凡例で現存植生図が措かれている。  

Ⅴ．調査結果の分析および比較  

1．森林の群落構造について   

深沢，稲村ケ崎地区にみられた森林の各タイプを比  

較するため，森林自然植生の3群落と，森林代償植生  

のうちコナラ群落，ミズキ群落について，それぞれの  

植生調査資料の中から平均的な林分を選び，各階層の  

高さ・植被率をグラフに表し，さらにそれぞれの階層  

について，常緑植物，常緑つる植物，落葉植物，落葉  

つる植物の種数の比率を示し比較された（図4～6）。  

自然植生（図4）では，4層構造が良く発達し安定し  

た群落を形成している。高木層は90％以上の植被率  

を示し，低木層や草本層の植被率は少ない。特に常緑  

広葉樹林のイノデータブノキ群集，ヤプコウジースダ  

ジイ群集でその傾向が顕著である。各層とも，常緑植  

物の種数比率は高い。イロハモミジーケヤキ群集は落  

葉広葉樹林であるが，亜高木層や低木層で常緑植物の  

種数比率が高く，落葉広葉樹の二次林とは性格が異な  

る。代償植生では，落葉広葉樹二次林においては（図  

5），亜高木層があまり発達せず，不安定な一斉林の  

状態を示している。高木層は落葉広葉樹で占められ，  

植被率は75～80％と自然植生よりやや低い。低木層の  

植被率は，自然植生では30～50％であるのに対し，  

80～90％と著しく高い。低木層の優占種はアズマネザ  

サやアオキであるが，種数の比率は落葉植物の方が高  

い。これは，常緑広葉樹林に比べて高木層の透光率が  

高く，また冬期には落葉することから，明るい林内に  

多くの植物の侵入を許すためと考えられる。草本層の  

植被率は5～10％と低く，種数比率では常緑植物が多  

い。これは，低木層に光を塞がれた暗い林床に，アオ  

キ，ナガバヤノヒゲ，ヤプランなどの陰地性の常緑植  

物が優勢となる。スダジイの優占する常緑広葉樹林は  

一括してヤプコウジースダジイ群集で示されているが，  

伐採が繰り返されてスダジイが萌芽している林分では  

（図6），落葉広葉樹二次林と同様，亜高木層の発達が  

見られない。これは，繰り返し人為が加えられるため  

に，まだ構造が安定していないためであろう。しかし  

高木層の優占種が常緑のスダジイで，植被率も高いた  

め，亜高木層以下の構成種は圧倒的に常緑が多く，落  

葉のつる植物も林内には入り込まない。スダジイの自  

然林を伐採した場合，その後の代償植生として落葉広  

葉樹林になるか，スダジイの萌芽林になるかは，伐採  

や林床の落ち葉かきの頻度によるもの．とされている  

（宮脇他1986）。スダジイ萌芽林は20～25年に一度の  

伐採で成立しやすく，もっと管理の行われる、頻度が高   
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い場合は，クヌギーコナラ群集やオニシバリーコナラ  

群集などの落葉広葉樹林が成立する。良く管理された  

ヒノキ植林では（図6），階層構造はきわめて貧弱で，  

高木層・亜高木層・低木層には植栽種と常緑のつる植  

物しかない。またこの場合あまり密植されていない植  

分なので，林床は明るく，草本層に多くの落葉植物が  

入り込む。Fig．4－6 より自然植生と代償植生の差  

異が明らかである。代償植生は人為が加えられること  

で成立し，維持されるので，放置すればやがて安定の  

方向，すなわち自然植生へと遷移が進む。  

2．深沢，稲村ケ崎地区の緑地の変化   

過去からの変遷を見るため，調査結果を宮脇他1973  

による鎌倉市の植生調査報告書と比較した。すなわち，  

1973年の1／10000鎌倉市現存植生図と，今回作製  

した深沢地域1／10000現存植生図を基に，深沢地域  

緑地分布図を1973年，1988年それぞれについて作製し  

た（図7）。この図から，深沢地域の緑地について，  

以下の変化が認められた。  

（1）森林面積の減少   

今回は面積測定は行わず，分布状ぬの変化に着目し  

た。森林は次第に侵蝕されてきている。図上でも所々  

欠けたように減少している。宅地造成に伴うまとまっ  

た森林面積の減少は，仲ノ坂および鎌倉グリーンハイ  

ツ（梶原地区）などで認められる。  

（2）生産緑地の減少  

15年間で最も著しい変化は，生産緑地の減少であ  

る。特に地域西部で著しい。1973年には平坦地の多  

くを占めていた生産緑地が，15年間ではとんど開発  

されて住宅地などになっている。地域東部の丘陵地帯  

では，生産緑地が森林に変化しているのが見られるが，  

耕作が停止され放棄されたため，植物群落の遷移が進  

んでミズキなどの先馬区林をっくったものと判定される。  

ヤプコウジースダジイ群集  

う0  100  

イノデータブノキ群集  

図4 深沢地域にみられた森林自然植生の階層構造  

a．高さ  

b．植被率  

C．階層  

Tl：高木層  

T2：亜高木層  

S：低木層  

H：草本層  

d．階層別の被度比率P  

種類別の被度総和  

階層の全出現種の被度総和  

常緑植物  

常緑つる植物  

落葉植物  

落葉っる植物   
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1．スダジイ萌芽林  1．コナラ群落  

0  5  

2．ヒノキ植林  2．ミズキ群落  

℃  
100＼  

0  う  10 認  

図6 深沢地域にみられたスダジイ萌芽林およびヒノ  

キ植林の階層構造  

a．高さ  

b．植被率  

C．階層  

Tl：高木層  

T2：亜高木層  

S：低木層  

H：草本層  

d．階層別の被度比率P  

図5 深沢地域にみられた落莫広葉樹二次林の階層構造  

a．高さ  

b．植被率  

C．階層  

Tl：高木層  

T2：亜高木層  

S：低木層  

H：草本層  

d．階層別の被度比率P  
種類別の被度総和  

P＝ 
階層の全出現種の被度総和 

P＝ 
種類別の被度総和  

階層の全出現種の被度総和 
栽培樹  

常緑植物  

常緑っる植物  

落葉植物  

落葉つる植物   

常緑植物  

常緑っる植物  

落葉植物  

落葉つる植物  
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図7 深沢地域緑地分布図   
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図8 深沢地域森林区分図   
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どのように保護していくのかという点で，確固たる主  

張がなければ，仮に一時開発が中止されたとしても，  

自然保護は長続きしない。都市近郊に残された緑地は，  

単に保護するだけではなく，住民が積極的に利用し，  

その恩恵を十分に受けながら維持していくことが望ま  

しい。そのためには生育する生物の生態を正しく理解  

する必要があり，学校教育を中心に，地域の中で生涯  

教育として自然教育が行われていくことが望まれる。  

自然教育は，従来の学校教育では現場教育が全くと言っ  

てよいはど欠けている．自然を学ぶ教科である理科に  

おいて，生物に関する扱いは教科書と室内模型せいぜ  

い栽培植物や飼育動物中心になりがちで，野生の生物  

に触れる機会はあまりない。自然観察は林間学校など  

特別の機会に行われ，日常のカリキュラムに組み込ま  

れることは少ない。しかし自然の生態的システムを正  

しく理解するには，まず身近な自然のありのままの姿  

を直視することから始めるべきである。特に小学校時  

期の児童は，発達心理学的にみて後々の価値判断の基  

準となる原体験の蓄積が重視されるべき時期であるこ  

とから，自然の中でさまざまな体験をする形で，継続  

的に自然教育が行われるべきである。   

人間が地球上に生活する以上，人間は自然界の一員  

に過ぎず，生態系のシステムの一部である。このこと  

は，科学万能を信じて自然を破壊しながら邁進してき  

た現代社会にも大きな転機をもたらすであろう。現代  

社会において，自然と調和する生活を創造していくた  

めには，古来人間が自然といかに関わってきたかを振  

り返る必要がある。近代以前の日本は農業が主産業で  

あり，狭い国土で自然を有効に生かすため，経験的に  

優れた土地利用をしてきた。諸外国の受け売りでない，  

日本の風土を生かした自然教育のためには，古来の土  

地利用から学ぶことが多いはずである。  

（2）深沢，稲村ケ崎地区の活用   

深沢，稲村ケ崎地域において，現在まで残された緑  

地を有効に活用できる具体的方法の例が，以下の4項  

目にまとめられた。  

1）自然観察   

自然教育の第一歩として，まず野外に出て自然に触  

れ，そのありのままの姿を観察する。鎌倉市の場合，  

谷戸地は非常に湿っており，また丘陵部は表層土が薄  

くて降雨後数日は滑りやすいなど，自然のままでは歩  

いて通りにくい箇所が多い。そのため，子供でも安全  

に歩ける自然観察路を整備する。自然観察路は，自然  

植生・代償植生の代表的な植分が見られるように設置  

したい。それによって，人為的影響の大小や立地で植  

生が異なることを相観として見ることができる。また，   

（3）草原面積の減少   

耕作放棄された生産緑地が草原に変化しているのも  

見られるが，全体的に草原も減少している。主に開発  

されて住宅地などになったためと考えられるが，丘陵  

部などで生産緑地同様，森林へと遷移が進んでいるの  

も見受けられる。  

3．深沢，稲村ケ崎地区の森林の変化について   

深沢地域の緑地について，さらに森林だけの変化を  

みるため，緑地分布図と同様の方法で森林区分図を1  

973年，1988年それぞれについて作製した（図8）。  

この図から，深沢地域の森林について，以下の変化が  

認められた。  

（1）スギ・ヒノキ植林の減少  

1973年にはまとまった面積で分布していたスギ・  

ヒノキ植林が，1988年には虫食い状に減少している。  

特に常盤地区，山崎地区で著しく，落葉広葉樹の二次  

林や常緑広葉樹林に置き換わっている。深沢地域で実  

際にスギ・ヒノキ植林を見ると，幹の太さなどから植  

栽後40年程を経ていると思われるものが多く，若齢林  

は極めて少ない。また管理が放棄され，二次林や自然  

植生の種が侵入している植分も多い。したがってスギ・  

ヒノキ植林は，伐採による減少の他，林冠が他の種に  

占められるにいたった植分も多い。  

（2）落葉広葉樹二次林の増加   

二次林は，部分的に増えている箇所もみられる。こ  

の場合，草原などの遷移が進んで先駆的な森林をつくっ  

ているものと思われる。  

（3）常緑広葉樹林の増加   

自然植生である常緑広葉樹林は，各地区で点在的に  

ではあるがやや増加しているのが見られる。これは，  

温暖な恵まれた気候下で，落葉広葉樹の二次林や管理  

放棄された植林などの遷移が進み，自然植生へと復元  

してきたものと考えられる。  

4．都市周辺域における自然環境の保全・利用・回復  

への提言  

（1）身近な自然の必要性   

都市周辺域では，近年急速に自然が破壊されている。  

鎌倉は一般の人々には緑が多い美しい街とのイメージ  

が強く（鎌倉市1985），実際古都保存法で指定された  

地域は緑地が保護され，高い緑被率を示している（鎌  

倉市1987b）。しかし指定区域外の場所ではじわじわ  

と開発が進み，宅地造成で緑地が失われつつある。   

最近では，住民による開発反対運動，自然保護運動  

も各地で盛んに行われている。他ならぬ古都保存法も，  

市民運動を発端としている。しかし，首都圏の宅地需  

要に逆らって，緑地を何故，また何のために，そして  
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実際の観察にあたっては，動植物の名前だけにとら  

われないように注意したい。その場で名前を聞くこと  

が，継続的な興味を失うことになりかねないからであ  

る。身近な地域の緑地であれば，継続的な観察も可能  

なので，観察し特徴をつかんだ上で名前を知るといっ  

た指導により，自然への興味を深めていきたい。   

案内版を設置する場合は，生物個体の名前のみでな  

く，その個体・集団の構造や機能，生育環境や地域的  

特性，また人間との関わりなど，広い視野の内容にま  

で興味が向けられるものにしたい。  

2）体験学習   

二次林や植林，また生産緑地では，その管理につい  

て実際に実習を行って，体験的な理解につなげたい。  

森林の間伐など子供の力で出来ないものは，林業従事  

者の行うものを見学するしかないが，下草刈りや枝拾  

い，また炭焼きや間伐材を利用した工作など，身体全  

体で積極的に自然と関わる体験をする。また，地域の  

中でのボランティア活動として，林内のゴミ拾いも良  

い。水田・畑は，農業従事者の指導を受けながら，実  

際に耕作を行う。学校敷地内に水田・畑を作って実習  

する例は多いが，地域の田園景観に触れ，その中で活  

動することで，自分の住む地域の特性も体験的に理解  

できるであろう。同時に地域住民どうしの交流を深め  

ることもできる。  

3）風景スケッチ   

日本自然保護協会報1984は，自然観察の一環とし  

て，風景スケッチを提案している。これは，「人やそ  

の周辺の生きものの生活に，共通の影響を与えるもの  
を探そう」という試みで，「景色を読む」ことにより，  

「人と自然環境のつながりを見つけていこう」という  

試みである。自然を景観として見ることは，環境をマ  

クロな視野で捉えることにつながる。実際に自分の手  

を使って風景を再現することで，見ていただけの時に  

はわからなかった疑問もわいてくる。そのことが自分  

をとりまく環境への関心を高めるきっかけになる。  

4）家庭および社会の交流の場としての利用   

通学路や自宅の近所にある小規模な緑地は，子供に  

とって親しみやすく，無意識のうちに子供の自然感を  

形成している。したがって，学校の管理を離れた時間  

に，子供が自由に緑の中で遊べる環境を確保すること  

も重要な自然教育の一つとなる。現代社会では昔と異  

なり自然の中の子供の時間が失われている。危険度も  

増している。したがって個より群である家族，学校，  

子供会，自治会他様々な単位での森林浴，自然学習，  

エコテーリングなどに利用し，自然をとうして家族，  

友人，グループの絆を育むことが可能である。  

4．都市周辺域における緑環境保全・回復の提言   

世界の文明は集落，町，都市に発達した。その都市  

の周辺は現在では地中海地方に例をとるまでもなくは  

とんど砂漠化している。反面我々日本人は開発に際し  

て皆殺しをしなかった。世界史的に見れば，もっとも  

自然が破壊されているはずの，日本の古都，京都，奈  

良そして鎌倉には，今日なおもっとも自然度の高い本  

来の樹林，潜在自然植生が顕在化したふるさとの緑が  

残されている。   

首都圏3600万人の最後の自然の聖域，しかも日本  

の伝統と文化が総合されているのは鎌倉市である。800  

年前の武家政治の中JL、であった鎌倉には鶴ケ岡八幡宮，  

大仏，多くの寺院に例をみるまでもなく斜面林，社寺  

林が豊かに残されてきた。しかも鎌倉のそれほど高く  

ない丘陵，山地，谷戸では東京湾，相模湾ぞいから，  

さらに内陸部にかけても関東地方はもとより，日本の  

低地，丘陵地で自然度の高い樹林，緑が面積的にも広  

く各地域を占めていた。   

かつて，首都圏でもっとも自然度の高いふるさとの  

森で被われていた鎌倉市域も戦後の急速な自然の開発，  

しかも鎌倉といった名に魅力を感じての大規痍開発に  

よって残された鎌倉市域各地の山地，丘陵，斜面の森  

は現在では虫くい状態になっている。しかも八幡宮の  

裏山などの古都保存法の網をかけられた所は，実は鎌  

倉市に残されている自然度の高い郷土の森，緑の一部  

にすぎない   

鎌倉市の緑地で興味あるのは，単に海面が迫った海  

岸に突出した丘陵山地に至る個々の緑だけではない。  

実は太い樹林が丘陵沿いに軸として残されていること  

による。とくに相模湾に突き出た稲村ケ崎から，かな  

り分断状態にこまぎれされてはいるが極楽寺，常盤，  

山ノ内に至る稲村ケ崎から深沢地区にかけては南北に  

丘陵，尾根ぞいに自然度の高い緑が鎌倉の景観の骨格  

として，さらに八幡宮の裏山，横浜市境に至るまでの  

びている。   

長い間鎌倉文化を支えてきた，そして現在では首都  

圏3000万人以上の人達の失われたふるさとの最後の  

緑の拠点として鎌倉の緑は，今第三次の急速で画一的  

な宅地開発の危機に直面している。   

第二次の急速な自然破壊をともなう無計画的ともい  

える都市開発，宅造に反対し，鎌倉の滅びゆく緑を保  

全し，都市の緑の環境形成をめざして，1970年鎌倉  

市長に就任した正木千冬氏は我々の市全域の緑の現状  

診断さらに潜在自然植生の調査成果を基礎に街周辺の  

緑，樹林地の保全を積極的に進めてきた。  

1973年に現存ならびに潜在自然植生図と共に鎌倉   
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けがえのない自然を残すことからはじめるべきではな  

いか。   

現在，自然保護，森林の保全，回復は地球的規模で  

叫ばれながら，現実には不十分な日本の現在の法律，  

条例などの網の目をたくみにすりぬけて，なしくずし  

に開発が許されている。重要なことは，大きな自然破  

壊，自然環境荒廃，災害が出たり，森が失われてから  

後追い施行される条例や法律を先取りして，積極的な  

緑の自然環境保全行政は進められるべきである．生態  

学的研究成果を基礎にして残された鎌倉市の，とくに  

今問題になっている稲村ケ崎の斜面，丘陵，谷部の自  

然が鎌倉市民の，800万人神奈川県民の，そして全人  

類の遺産として確実に保護され，これ以上の破壊が行  

われないようきびしく監視されなければならない。   

Ⅵ．終わりに  

まだ不十分な本報は，このような科学的な研究成果  

をできるだけ行政当局がさらには開発業者，1人1人  

の市民に正しくわかって頂きたいとの願いをこめてま  

とめられた。地球的視野で，地域を絞ちてまとめられ  

ている本報が，悔いのない800年の歴史が息づいてい  

る鎌倉文化，それを支える鎌倉のふるさとの森を保護，  

保全に積極的に寄与することを期待したい。   

最後に本調査に協力を頂いた，本学教育学部生物学  

教室の遠山三樹夫教授および鎌倉市役所公園みどり課，  

当時の鎌倉市青少年センター所長金子静夫氏他多くの  

方々に謝意を表する。   

本論文は1989年度横浜国立大学教育学部高波ゆかり  

の修士論文を一部含んでいる。   

Ⅶ．摘  要  

都市周辺域では，開発により近年急速に自然が破壊  

されている。本研究では，開発の進む地域の一つとし  

て鎌倉市深沢稲村ケ崎地域を対象とし，植生の現況お  

よび変遷について植生学的研究を行った。また無計画  

な開発を避けるためには生涯教育を含めた自然教育の  

充実が必要と考え，同地域における自然教育，さらに  

緑環境保全について考察を行った。植生の現況を把握  

するため，植物社会学的方法による植生調査を対象地  

域内124箇所で行った。その植生調査資料を表操作に  

よってまとめた結果，以下の植物群落単位が抽出され  

た。   

A．自然植生：ア）常緑広葉樹林：1．ヤプコウジー  

スダジイ群集，2．イノデータブノキ群集；イ）落葉  
広葉樹林：3．イロハモミジーケヤキ群集，4．ハン  

ノキ群落；ウ）岩隙植生：5．ホソバシケシダーイヌ   

市が出版した「鎌倉市の植生一古都鎌倉の緑の環境創  

造と歴史的景観保護のための植生学的研究－」が，  

1974年第一回国際植生学会日本大会で52名の世界の  

生態学者に当時の正木市長から手渡され，国際的にも  

高く評価されている。その後，緑保全意識が薄れ，最  

近では，いわゆる条例や法規制がないという行政の手  

遅れの間隙をついて一面的な手法によって，残された  

鎌倉の3大緑地はもとより，稲村ケ崎から極楽寺に続  

く，最後の自然の緑地まで宅造開発業者の大規模な侵  

食を受けようとしている。   

一見保守的に見えてもっとも進歩的な自然および自  

然環境保全行政は，今残されている樹林の緑を将来に  

向かって断乎保全することである。   

例えば一度破壊すれば，稲村ケ崎，極楽寺周辺の丘  

陵，山地やその斜面，谷戸の比較的自然度の高い樹林  

を高木層，亜高木層，低木層，草本層，土壌生物群ま  

でセットにした生態系として回復するのは100年かけ  

ても不可能である。  

1970年から約20年近くたった現在，あらためて我々  

は，とくに今緑の危機に立たされている鎌倉市の脊稜  

山地ともいうべき，旧市街周辺の低山地，丘陵，斜面  

にもっとも自然に近い緑が濃縮されている．しかも開  

発の危機にさらされている稲村ケ崎から深沢地区の現  

地植生調査を行った。残された自然植生から代償植生  

まで現地調査はあらゆる植生について行われた。現地  

植生調査から，調査対象域は鎌倉市の自然に近い樹林  

を基本とした緑地が斜面，台地などに残されており，  

開発に対してきわめて敏感な，弱い自然であることが  

再確認されている。   

同時に残されている鎌倉の緑は単に鎌倉市民18万  

人のためだけでなく，首都圏3600万人の，さらにす  

べての日本人の文化と伝統と歴史が刻み込まれた生き  

た緑の原景観でもある。世界の∧達が日本を訪れた時  

にまず東京，横浜から訪れるのは鎌倉である。彼らは  

鎌倉の大仏や八幡宮の鳥居に感銘するだけではない。  

これらの文化財をまわりで守っている，残された“ふ  

るさとの森”や“緑の自然環境こそが世界の人達にも  

深い感銘を与え，鎌倉を何度も訪れたいという衝動を  

かきたてているのである。   

我々の限られた空間できめ細かく調べられた今回の  

植生調査結果が，単に科学的目的だけでなく，地域の  

自然教育，社会教育に，しかし，それ以上にまちがい  

のない古都保存行政甲基本として，行政当局が先取り  

行政の基本資料として積極的に利用されることを期待  

している。市民の意識，行動と共働した自然環境保全  

施策の第1歩として，まず日本文化の原点鎌倉で，か  
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ワラビ群落，6．ミツデウラボシーイワタバコ群集；  

B．代償植生：ア）森林植生：7．コナラ群落，8．ヤ  

プデマリーコナラ群落，9．イヌシデ群落，10，ムク  

ノキ群落，11．ミズキ群落，12．クロマツ植分，イ）  

植林：13．スギ植林・ヒノキ植林，14．モウソウチク  

林，15．クスノキ植林，ウ）森林先駆植生：16．クサ  

イチゴータラノキ群集，17．クズーアズマネザサ群落，  

18．センニンソウ群集，19．ハコネウツギ群落，エ）  

草原植生その他：20．オヒシバーアキメヒシバ群集，  

21．カワラスゲーオオバコ群集，22．カゼクサーオオ  

バコ群集，23．チカラシバ群落，24．ヒメムカショモ  

ギーオオアレチノギク群落，25．カラスビシャクーニ  

シキソウ群集，26．チヂミザサードクダミ群集，27．  

ドクダミーヤプミ ョウガ群集，28．ノミノフスマーケ  

キツネノボタン群集，29．オオクサキピーヤナギタデ  

群集，30．ミゾソバ群落，31．オランダガラシ群落，  

32．カモジグサーギシギシ群落，33．ヨシ群落，34．  

クロモ群落，35．オオフサモ群落，36．スイレン群落。  

縮尺1／5000空中写真の判読および現地調査によ  

り深沢地域の1／10000現存植生図を作製し，植生の  

分布状況を明らかにした。この分布を，1973年に作成  

された鎌倉市植生図と比較した結果，対象地域におけ  

る15年間の植生の変遷として1）地域全域で，森  

林が小規模ずつ減少。2）生産緑地の著しい減少b 3）  

スギ・ヒノキ植林の虫食い状減少。4）一部常緑広葉  

樹林の回復が認められた。深沢地域の植生は，量的な  

減少という一元的な変化のみでなく，質的な変化を遂  

げっっある。古来受け継がれてきた田園風景は失われ，  

残された緑地も荒れ，わずか15年の間にも，自然と  

人間生活のバランスが崩れてきている。したがって深  

沢・稲村ケ崎地域においては，量的な緑の確保はもち  

ろん，景観や住民の利用を考えて，多様な植生の保全  

が望まれる。自然植生や代表的な田園景観はそのまま  

残し，小規模な緑地も計画的に整備して，体験学習を  

もりこんだ自然教育，家庭，社会グループの自然をと  

おした人間交流などに最大限の活用を考えるべきであ  

る。   

さらに本報が行政当局の古都の緑環境保全政策決断  

の生態学的基礎資料としての積極的利用が望まれてい  

る。  
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13：Carpinusjaponiぐa クマシデ T2－ト，Vibur（11皿（？mSum コバノガマズミ S－1三1．orlicera grこIt：ilifやS Var，glahrd  ウグイスカグう Sl fk、T・L・hⅧi∂r肛側（nia  
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調査地L∝ationinRelev［ref．no．1‥ YamarLOne 山ノ根；2：Daimine台峯；3：Mine峯；4：Sasuke2てhcme 佐助2丁目；5，9：Nishigayato 西ヶ谷；   
6：Kamakurayaq）a4－Ch珊e 鎌倉L山4丁目；7：T（：・nりirishil，a 殿入下；8：Kur止uho 倉久保；10：Tarlil成止i谷協；11：Kdminit伯上庭；12：Miyanoue宮之上；  
13： Simizugaeri清水帰り；14：MiyamaL伯Ti宮廻り．   
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Tab，2 イロハモミジーケヤキ群集 Acero－Zelkove！um MiyawakietK・Fujiwara1970  
（ヤブツバキクラス Camelllt ea j aponlCae Miyawakiet Ohba1963）  
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Characteranddifferentialspeciesofhigherunits：上級単位の標徴種  区分種  
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アオキ   

スダジイ  

テイカカズラ   

ナガバジャノヒゲ   

ヤプラン  
キチジョウソウ  
シュロ   

イヌビワ   

ヰヅク  
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Aucuba japonica  

CastanOpSis cuspidatavar．Sieboldii  

Trachelospermum asiaticumvar．intermedium  

Ophiopogon ohwii   
Liriope platyphylla   
Reineckea carnea   
Trachycarpus fortunei  

Ficus erecta  

Hedera rhombea  

Cirmamomm japonicum  

Dryopteris erythrosora   
Persea thunbergii  

Polystichum polyblepharum   
Ficus nipponica  

Ⅳeolitsea sericea  

Ophiopogon japorlicus   
Fatsia japonica   
Dryopteris bissetiana  
Ilexintegra  

Euonymus japonicus   
Dryopteris pacifica   
Pittosporum tObira   
Ophiopogon japonicus var．caespitosus   
Ligustrum japonicum   
Camellia japonica  
Torreya nucifera 
Illiclum religiosum   
Kadsura japonica   
Pteris cretica  
Companion species：   

丁
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T
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ヤプニッケイ  

ペニシダ  

タブノキ   

イノデ  
イクビカズラ   

シログモ  

ジャノヒゲ  
ヤツデ  
ヤマイクチシダ  
モチノキ   

マサキ  
オオイタチシダ  
トベラ  

カブダチジャノ  
ネズミモチ  
ャブツバヰ  
カヤ  
シキミ  
ビナンカズラ   

T
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丁
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オオバノイノモト  

随伴種  アズマネザサ  S
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2
 Pleioblastus chino   

Ilex crenata   
Carex conica   
Stachyurus praecox   
CarexlanCeOlata   
Wisteria floribunda   
Li糾Strum OValifolium   

出現l回の種 Additionalspecies occuringonce  

イヌツゲ  
ヒメカンスゲ  
キプシ  
ヒカゲスゲ  
フジ  

オオバイポタ   

in Relev色ref．no．2：  ヒメウズ 托一＋，  Aquilegia adoxoides  
Lonicerajaponica スイカズラH－＋；3：Mallotusjaponicus アカメガシワTl－1・1，Euonymussieboldianus マ  
ユミS－＋；4：AthyriumniponicumイヌワラビH＋・2；5：Morusbombycis ヤマグワT？＋・2，Pourthiaeavillosa  
var．1aevis カマツカS－I，BoehmeriaspicataコアカソS＋・2，CyrtomiumfortuneiヤプソテツH＋・2，Vio－  
1a grypocerasタチッボスミレI＋・2．  

調査地 LocationinRelev6ref．no．1：Shimizudsuka 清水塚；2：Kajiwara5－Chome 梶原5丁目；3：Hattanme   
八反目；4：Ⅳishigayato 西ヶ谷；5：Tateishi立石．   
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Tab．5  コナラ群落 恥erctLS SerγataCOmunity  
（コナラーミズナラオーダー  

Quercetalia serrato－grOSSeSerratae Miyawakiet al．1971）  

a）イヌツゲ下位群落 Lower unit withllex cre71ata  
b）ハリギリ下位群落：Lowerunitwith Na10Pa71a＝ichLS  

群落区分   

通し番号 調査番号   

調査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面積（m2）  

海抜高度（m）  

方位   

Corrmrunity numher 

Relevireferencenumber  
Originalrelev6number（infield）  

Relevidate   

Relevk size 
Altitude  
Aspect  
Slope  
Height of treelayerl  
Cover of treelayerl  
Height of treelayer2  
Cover of treelayer2  
Height of shrub layer 
Cover of shrub layer 
Height of herb layer 
Cover of herb layer 
Ⅳumber of species  
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出現種数  

Differentialspeciesof comnity：（イヌシデ群落に対する）群落区分種   
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コナラ  

コチヂミザサ   
ガマズミ   
エゴノキ  

ミゾシダ   

サンシヨウ   
ハンショケゾル  

シオデ  

下位群落区分種   
イヌツゲ  

クリ   
オオムラサキシキプ  
ネズミモチ  

ジャノヒゲ   
イポクノキ   
ホウチャクソウ   
ハリギリ  

ヒサカキ  

エノキ  

ヤマザクラ  
アカガシ   
イヌビワ   

マユミ  
ウグイスカグラ  

ヤマユリ   
タブノキ  

クチッボスミレ  

Quercus serrata  

Oplismenus undulatifolius var．japonicus   
Viburnum dilatatum   
Styrax japonica  

Stegnogfarmna pozoi subsp. mollissima 
ZanthoxylumplPeritum   
Clematis japonlCa   

SmilaxripariaYar・uSSuriensis  
DifferentialspecleS Oflower units：  ‾‾‾ ∴‾†‾1  
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Ilex crenata  

Castaneacrnata  
Callicarpa 

． 

Ophiopogon japonicus  
Ligustrum obtusifolium 
Disporum sessile 
Kalopanax pictus   

Eurya japonica   

Celtis sinensis var．japonica   

PruIluS jamasa血ra  
Quercus acuta  
Ficus erecta  
IJOnicera gracilipesvar．glabra  
Euonymus sieboldianus   

Lilium auratum  
Persea thunbergii   

†iola grypoceras  
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Character anddifferentialspeciesofhigherunits：上級単位の標徴種・区分種  
ムラサキシキプ   
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Callicarpa japonica   

Pourthiaea villosa var．1aevis  
PrunuslannesianaVar．SpeCiosa  
Zelkova serrata   

Deutzia scabra  
Euonymu苧alatus 

． 

Morus bombycis  
Carpinus japonica  
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Carpinus tschonoskii  

CareX duvaliana   
RhododeTldronkaempferi   
Aphananthe aspera   
Cornus controversa  

Lindera umbe11ata   
Euscaphis japonica 

C臨慧1ieteaja。。。icae〕   
Aucuba japonica  

Ophiopogon ohwii   
Liriope platyphylla   
Trachelospermum asiaticumvar．internedil］m   

Dryopter！serythrosora  
ArdisiaJap？nica   
CimamomumJapOnicum  

Castanopsis cuspidatavar．sieboldii  

Neolitsea sericea  

Hedera rhombea  

Trachycarpus fortunei  

Elaeagnus glabra   
Dryopteris bissetiana  
Ilexintegra  

Dryopteris pacifica  
Rohdeajapmi甲   
Cymbidiumgoerlngii   
Dendropanax trifidus  
Came11iajap9nica   
Ficus nipponlCa   
Cephalotaxus harringtonia   
Ophiopogon planiscapus  
Kadsura japonica   
Reineckea carnea  
〔Other species〕   
Pleioblastus chino   
Akebia trifoliata   

Aristolochia kaempferi 
Stachyuru苧PraeCOX  
ParthenocISSuS tricuspidata  

Wisteria floribunda  

Smila又China  
Dioscorea japonica   
Carex lenta 
Acer palmatum  
Dioscorea tokoro   
Clematis terniflora   
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オオイタチシダ  
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カクレミノ  
ヤブツバキ  

イクビカズラ  
イヌガヤ  
オオバジャノヒゲ  
ビナンカズラ  
キチジョウソウ  
〔その他の種〕  
アズマネザサ バ   
ミツアケビ   
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キプシ  
ナツヅタ   

フジ  

サルトリイバラ  

ヤマノイモ  

ナキリスゲ イロハモミジ  

トコロ  
センニンソウ  

T
一
 
 

T
一
 
 

丁
一
 
 

鵠
滑
一
S
S
＝
n
超
絶
H
維
岨
 
 

T
 
 

5
 
 
 
2
 
 
 
1
 
 
 
 
 
2
1
 
 

・
・
・
＋
 
・
・
 
●
 
●
 
●
 
 

5
 
 
＋
 
 
 
l
 
 
 
 
・
一
丁
l
 
 

5
・
5
・
＋
－
r
・
＋
‥
・
＋
丁
‥
－
・
 
 

墨
＋
Ⅰ
・
…
‥
＋
「
㌶
‥
＋
■
 
 

5
・
5
‥
…
・
…
…
‥
‥
‥
・
－
一
・
 
 

・
2
・
＋
一
・
＋
‥
 
 

2
 
 

…
で
・
‥
・
 
 

＋   

・ ＋・2  

＋  

L  

＋  

出軋回の種AdditionalspeciesoccuTing？nCeinRelev！ref．no．1：DryopterislaceraクマワラビH一十；2：Rosaluci－ aeマハバ 
ヤテリノイラS－l，MallotusJapOnlCuS アカメガシワS－＋，LoniceraJapOnica スイカズラS＋；3：Angelica  

decursivaノダケH－1・2，ScutellariaindicaクツナミソウH，＋，Dumasia truncata ノササゲH－I，Thalictrumkemense  
Var．hypoleucum アキカラマツH－†，Ampelopsisbrevipedunculata ノブドゥH－I；4：AkebiaquinataアケビS－＋，Rosa  
multiflora ノイバラS一十，Vitis ficifoliavar．lobataェビゾルS－＋，Rubuspalmatusvar．coptophyllus モミジイチゴ  
H－＋；5：Pinusdensifloraアカマツ Tl－1・1，OsTnumdajaponicaゼンマイH－＋，SchizophragmahydrangeoidesイワガラミH－  
＋・Zingibermi？gaミョウガH－＋，Polygommodoratumvar・pluriflorumアマドコロH－＋；6：Rhussuccedaneaハゼノキ  
Tl‾2・2・Salvlajaponicaアキノタムラソウ打－1・2・CyclosorusacuminatusホシダH＋・2，Paederiascandensva・ma－  

reiへクソカズラS－＋，Cocculusorbiculatus カミュビS－I，Melothriajaponica スズメウリS－＋，CirsiumnlpPOnlCUm  
Var．incomptumクィアザミ H－＋，Rubia akane アカネⅡ－＋， Eupatoriumchinensevar．simplicifolium ヒヨドリバナH  
－＋．  

調査地LocationinRelev｛ref．no．1，3：Ohya 大谷；2，4：Kurakubo倉久保；5：Tonoirishita殿入下；6：Ikk。d。  
一向堂．   
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Tab．7  イヌシデ群落 carpi71tLS tSCho710SkiCOmunity  
（コナラーミズナラオーダー）  

QueT Ce t alia s e r r a t o－gr OS S eS e r r a t ae Miyawakiet al．1971）  

a）典型‾下位群落 Typicallowerunit   
b）ミズキ下位群落 Lowerunitwith c。，，ttLS C。，t，r。Ve，S＆  

a）‡二二二亘二ニコ  CorTmunity number  

Relev占reference number  
Originalrelev占number（infield）  

Relev6date  

Relevk size 
Altitude  
Aspect  
Slope  
Height of treelayerl  
Cover of treelayerl  
Height of treelayer2  
Cover of treelayer2  
打eight of shrublayer  
Cover of shrub layer 
Height of herb layer 
Cover ofherblayer  
Number of species  
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Differentialspeciesofcommnity：（コナラ群落に対する）群落区分種   
Carpinus tschonoskii  

Ophiopogon japoLlicus var．caespitosus   
Ficus nipponica  
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Kalopanax pictus   

Helwingia japonica  
Ligustrum obtusifolium 
Rohdea japonica  
Cornus brachypoda  
Euonymus alatusvar．apterus f．ciliatodentatus  
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Ardisia japonica 
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Osmanthus heterophyllus  

塑
S
㌔
H
一
S
H
臥
S
S
H
S
S
打
S
H
㌻
H
H
H
一
 
 
 

．
，
－
 
1
．
1
．
■
一
－
 
一
一
 
■
 
－
 
■
－
．
，
 
」
 
 

．
＋
＋
＋
・
＋
＋
・
＋
＋
・
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
 
【
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 
 

1
 ・
・
 

l
け
ワ
・
＋
■
・
ギ
㌶
＋
・
＋
一
＋
・
＋
＋
二
 
 

S
 
S
 
 

S
 

玉
 
 

㌔
‡
 
 

タブノキ   

マルバウツギ  
オオムラサキ  
ハリギリ  

プ キ シ  

ハナイカダ  
イポタノキ  
オモト  
クマノミズキ  
コマユミ  

ュノキ  
ャブコウジ  
サルトリイバラ  
ヒイラギ  

・
＋
・
・
・
＋
 
●
 
 

Character anddifferentialspeciesofhigherunits：上級単位の標徴種・区  
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Quercus serrata  

Callicarpa japonica  
Loniceragracilipesvar．glabra  
Zelkova serrata  
Prunus jamasakura   

PrunuslanneSiaJlaVar．SpeCiosa  
Castatlea Crenata  
Aphananthe aspera  
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カマツカ  
ヤマユリ  
ケンボナシ  
ケスゲ  
ツリバナ  

ホウチャクソウ  
ヤマグワ  
エゴノキ  
クマシデ  
ヤマツツジ  

ガマズミ   
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惣霊ぷ窓1i。teaja，。nicae〕   幣撃ッバキクラスの租   
Aucuba japonica  アオキ   

Trachelospermumasiaticumvar．intermedium  テイカカズラ   

CastanOpSiscuspidatavar．sieboldii  スダジイ  
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キヅタ   
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ヤプニッケイ  

ヤマイクチシダ  
ヤツデ   

ナガバジャノヒゲ  
シュロ   

カタレミノ   
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ツルダミ  
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キチジョウソウ  
ジャノヒゲ  
オオバダミ  
シラカシ   

カゴノキ  
オクマワラビ  
イヌガヤ  
カヤ  
アカガシ  
チャノキ  
オオイタチシグ  
マンリョウ  
〔その他の種〕  
アズマネザサ   

ミツバアケビ  

ナツヅタ   

キプシ  フジ   

イヌツゲ  

クマワラビ  
ヒメカンスゲ  
ノブドゥ  
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Liriope platyphylla  
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Dryopteris bissetiana  
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Ophiopogonoh両i  
Trachycarpus fortunei   
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Ilexintegra   

Ophiopogon planiscapus  
Elaeagnus glabra  
Euonymus japonicus 
Reineckea carnea  
Ophiopogon japonicus  
Elaeagnus macrophylla  
quercus myrsinaefolia   

Actinodaphne lancifolia 
Dryopteris uniformis  
Cephalotaxus harringtonia  
Torreya nucifera  
auercus acuta 
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Dryopteris pacifica  
Ardisia crenata  
〔Other species〕  
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Rosa multiflora  
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出現1回の種Additionalspeci？S？CCuringoncein Relev‘ref・り0・1：CareXlentaナヰリスゲH－I！2：Mallotusjapmicus  
アカメガシワTl－1・1，CryptomerlaJapOnlCa スギT2－I，PuerarlalobataクズS－†；6：AthyriumnlPmicum イヌワラビ  
H－＋；7‥RosawichurairlaテリハノイバラS－＋，CelastrusorbiculatusツルウメモドキS－＋，Violagrypocerasタチッ  
ボスミレH－＋，AkebiaqulnataアケビH－＋，Dioscoreatokor？トコロH－＋，DioscoreajaponicaヤマノイモH－＋・Lonir  
cerajaponica スイカズラH－＋，Paederiascandensvar．mairelヘクソカズラH－＋，Woodwardiaorierltalis コモチシダH－  
†．  

調査地 LocationinRelev6ref．no．1：Mine 峯；2：Ikkodo一向堂；3＝Daimine台峯；4：Kamakurayama2－Chome鎌倉山2  
丁目；5：KamakurayaJna3－Chome 鎌倉山3丁目；6：Shimizudsuka 清水塚；7：Miyamawari宮廻り．   
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Tab．8  ムクノキ群落・ミズキ飾箸 AL，hmLmLtheast・eraCq肌UnityandLhmLS COntrOVerSaC（畑unity  
（コナラmミズナラオーダー Querce t a】ia．s e r ra t o－grOS S eS e r ra ta e Miya仙kiet al．1971）  

1）ムクノキ群落  月鈍仇（肌t厄ゆgγdC（兼皿unity  

a）典型下位群蕗  
b）アカガシ下位群蒋  

2）ミズキ群汚  
a）ヤマノイモ下位群落  

b）トコロ下位群落  
c）キプシ下位群蕗  

cl．典型下位群  
（て2．ヒイうギ下位群  
c3．イノデ下位群   

C（Ⅷmunity nl劇ber  

Relev‘把ferenぐerl膿kr  
Originalrelevきnumtcr（infield）  

Relev／date   
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Height of herb layer 
Cover o雲herblayer  
Nu加治r Of sr杷Cies  

Typicallo叫eT unit  
L仙er u11it叫ith仏1gγClは戊Cl血：  

伽†TM C（〉れ亡mひgγS丘C（munitさ・  

L（洲汀肌it hIith上〉ねscoγgαj砂仇icd  

L（削er uIlit wjthβio∫C（）γgαfo如γO  
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群落区分種   
ムクノキ  

下†立群落区分種  
アカガシ  

ケヤキ   
ャブニッケイ  

カクレミノ   
ビナンカズラ  

オオイタチシダ   
ヤプコウジ   
ャブツバキ  

モチノキ   
‾アンリョウ  

群落区分種  
ミズキ  

アケビ  

ジャノヒゲ  マユミ   
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エビネ   
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Diffe代ntialsr概、ies凧   
Aphmnthe as匹m  

Differentialspecies ofl（購r units：   
Quercus acuta  

Zelkova serr∂ta   
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Dryopteris pacifica   
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ロ！旦担迦＿廻＿f旦堅モ嘘主乱し如L正止主岩壁＿＿tl吐虹 上級単位の標徴種・区分種   

指Ili・・arPd j刊下狛i（、∂  

Rhus sutでedanea   

Disド■rum SぐSSil仁ゝ  

【kutziこISぐ雨汀a   

Ka！「岬IldX pi（．tuS   

恥msl某冊【〉y（iド   

Li糾Strl劇りt）tuSifり1ium  

〔brF右1uS一対寸10n（′Skii  

〔（－rnuS†）ra（：rly押1a   

Pourthiaea＼・i】1osa var．1dビVis  
（一arf）1nuSJaF）nlCa   

L（・niぐera gra（、ili匹S Var．glahra  

「f▲1tis sirJPnSis var．japoni（・a  

DpりtZia cr印ata  
11pl山ngia jap）rli【ニa   

EusぐaPllis ja押1i（・a   

R「luS現汁岬Stris   

VihurlI一皿（lilatatⅧl   

r●astanf■a仁rtJ‖ata   

Euon叩US alatus var．叶teruS f．I・‖iat（Xねntatus   
Eu（）n沖－」S OX〉’Prlさ・l】us   

はuprぐUS Serrata   

Zこ1rltllりXylu血函【やrih劇   

Pprty∂rOt）11Sta   

負担更訂1jl迎＿室艮笠！堅  

′speLCiesof〔ampllieted j叩加山Ie」   
Aucuba ja匹rliぐa  

Lirio匹Platypllylla   
N灯）1iLs印Serir、ea  

Tr∂（、he】os匹柑ⅧaSiatiぐⅧl′ar．i11terlndium  

Persea thunb（汀gii  

Hdera rrl（融】e∂  

Dry叩teris erythrl眉Ora   
Opfliりl（）g（州り仙ii   

F∂tSid ja押r】iしa  

Fi（、uS t▲reCtil  

r一∂StanOPSis cuspi（ねL∂＼′ar．SiヒIx）1（】ii   

Eurさ′a ja叩Ilit、a   

OI）rlio拝唱（椚j叩畑直・USl・ar．ぐat繋Ⅰ－it（ぢuS   

Elaeagnus glabra   
Ligustrum j∂押rlicu血  

Traぐhy（・arpuS fort，unei   

Rt血J規ja打）rli（・a   

Dry叩teris bissetiarta   
Dryof）teris ni【一匹n〔・rlSis  

〔口trlerSr杷ぐies〕   

Pleioblastus chiI10  

触pl）id trifoliata  

Aristol（X・hia kaempferi   
Wisteria florihl甘l（la  

Viいh glylペイ・eraS   

Dryo【）terisl∂ぐera   

Crypt（鼎Pria ja叩rlica  

Ilex crerlata  

ムラサキシキフ   

ハゼノキ  
ホウチャクソウ  
マルバウツギ  
ハリキリ  

ヤマグワ  

イポクノキ  
イヌシデ  

クマノミズキ  
カマツカ  
クマシデ  

ウグイスカグラ  
エノキ   

ウツギ  
ハナイカダ  
ゴンズイ  
ヤマハゼ  

ガマズミ  
クリ  
コマユミ  
ツリハナ  

コナラ  
サンシヨウ  
カシワバハグマ   
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ナガバジャノヒゲ  
ヤツデ   

イヌビワ  

スダジイ  
ヒサカキ  
カブダチジャノヒゲ  
ツルグミ  

ネズミモチ  

シュロ  
オモト  
ヤマイクチシダ  
トウゴクシダ  

〔その他の種）  
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タチーソボスミレ  
クマワラビ  

スギ  
イヌツゲ   

1・2  

1・2   

＋  

十巧  

＋・2     1  

出現1回の種 Additiorlals押、jcs朕：ruringorlCeirlRelev6ref．no．1：Acer押  和  
アキグミIト十；3：QuprrusacutissimaクヌギT．－1・1，TLul・1，Aquilegia adoxoides ヒメウズH一＋・2；4：Fagara ailanthoidesカラス  
サン：／ヨウT．1・1，H－÷・2；5：Albizia julibrissin ネムノキT．－－1・1，Aぐhyranthesjaド1nitla ヒカゲイノコズチHr＋・2，1risjaEX）nica  
シャガH－＋・2，CorydalisinぐisaムラサキケマンH一＋；6：Ligust，rUm（lValifoliun オオバイボタH－＋・2；7：Rosalu（：iae ヤマテリハノ  
イバラS－†；8：ー）ⅦaSid trurlC∂ta ノササゲtト1・2，「l用al．js j昭一11i（二a ハンショウゾル＝一1・2，Salvj∂ja押rlica アキノタムラソウ  
H一＋・2，Gynostem爪a EやntaPhylltmアマチャヅ）L／Il→・2，Cyrt（洲ium fortuneiヤプソテツH一＋・2，Osmorhiza aristataヤプニンジンHL＋・2：  
Smilax（hin；iサルトリイバラEl一 一，Scutelldriaindica クツナミソウ杵ト，Tri（・yrtisTPa（・rOfYX］a ヤマホトトギスH －．  

調査地 L（賞；一tioni‖Relev／ref．no．1‥Ikk（＾o一一向堂；2：Miyama柑ri宮廻り；3，6：Daimine台峯；4‥N。k。Sitx，。中志房；  
5：Kikyoさ′dma 桔梗山；7：Kurakub（1倉久保；8：仙ya大谷．   
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Tab．10  スギ・ヒノキ植林 cr州Omerl庄jaPo九icaand chanLaeCy♪arlS Obtusaforest  

l）ヒノキ植林  chaれaeCyparis obttLSaforest  
a）典型下位群落  Typicallowerunit  
b）へクソカズラ下位群落 Lowertmit with paederlαSCa7Lde71SVar．natγe1  

2）スギ植林  cγy♪to且eγi瓜J…几l“rOreSt  

a）典型下位群落  Typicallowerlmit  
b）タブノ手下拉群落   Lower unit with per5ea血71bergti  

群落区分  CoTnmunity nunber   

Relev言referencenumber  
Originalrelev6number（in field）  

Relev6date   

Relevざsize  
Altitude  
Aspect  
Slope  
Height of treelayerl  
Cover of treelayerl  
Height of treelayer2  
Cover of treelayer2  
Height of shrub layer 
Cover of shrub layer 
Height of herb layer 
Cover of herb layer 
Number of species  
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出現種数  

群落区分種  ヒノキ  

ャブコウジ   
オオバウマノスズクサ   

Dlfferentialspecies of corrmunity：   
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Chamaecyparis obtusa  

Ardisia japonica   
Aristolochia kaempferi   
Salviajaponica   
Carex conlCa  
Differentialspecies oflower units：   

アキノクムラソウ   
ヒメカンスゲ  

下位群落区分種  へクソカズラ   

スイカズラ   
カニクサ   
ノイバラ   
サルトリイバラ   
センニンソウ  

群落区分種   

スギ  ミズキ  

ナガバジャノヒゲ   

ヤマグワ  

キチジョウソウ   
ヤプニッケイ  

エノキ   
オクマワラビ   
ハナイカダ  
下位群落区分種  
タブノキ  

アイアスカイノデ   
イノデ   
ュワトコ  
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PaederiaCandensvar・mairei   
LoniceralaPOnica   
LygodiumJaPOnlCum   
Rosa multiflora   
Smilax china   
Clematis terniflora  
Differentialspecies of comunity：   
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Ophi叩DgOn O血ii   
仙川s bo鵬ycis  

Reineckearnea  
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Celtiss享nensisvaT・japonica   
Dry叩terlS unifomlS   
Helwingiajap叫や  
DifferentialspecleS Oflower units：   
Persea thunbergii  

Polystichumpolyblepharumvar．intermedium   
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ヤプラン  
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ジャノヒゲ  
キヅタ   

カプダチジャノヒゲ  
シログモ  

T2  Trachelospermumasiaticumvar．intermedium  

Dryopteris erythrosora  
Liriope platyphylla  
Aucuba japonica   

Ophiopogo爪japonicus  
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Fatsia japonica  

Trachycarpus fortunei   
Ficus erecta  

Dryopteris pacifica   
伽rya japmica   

Ka血ura車pmica   
CastanOpSl亨CuSPidatavar・Sieboldii   
LigustrumJapOnicum   
Ficus nipponica  

Dryopteris bissetiana   
Quercus acuta   
Ardisia crenata   
Ophiopogorlplaniscapus  
Ilexinte即a   
Osmanthus heterophyllus   
Quercus myrsinaefolia   
Dendropana又trifidus   
Quercus glauca   
Elaea即uS glabra   
Camellia japonica   
Microl印iamarginata  
Podocarpusm！CrOphyllus  
Companion sp∝1eS：   
Pleioblastus chino  

Aphananthe aspera  

Oplismenus undulatifoliusvar．japonicus   
Stegnogram pozoisubsp．ITK）11issima   
Houttuynia cordata   
Dioscorea tokoro   
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Ilex crenata   
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Dryopteris lacera 
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コチヂミザサ  
ミゾシダ  

ドクダミ  
トコロ  
ナツヅク バ 
ミツアケビ   

フジ  

ナキリスゲ  
タチッボスミレ  
イヌワラビ  
ムラサキシキプ   

アケビ  
イヌツゲ  
ホウチャクソウ  
アマチャゾル  
クマワラビ  

出現1回の種AdditionalspeciesoccuringonceinRelev；ref．no．2：Dioscoreajap？nicaヤマノイモH－＋；4：Fes－  
tucaparviglumaトポシガラH－＋，0ⅩaliscorTiculata カタバミH－＋・AinsliaeaaplCulata キッコウハグマH－＋，  
Duchesrlea Chrysantha ヘビイチゴ H－＋，Youngla japonica オニクビラコH－＋；5：Cayratia japonica ヤプガラシ  
S＋・2，Phrymaleptostachyavar・aSiaticaハエドクソウH＋・2，Rubus 

． 

florum アマドコロH－＋，Ligustrumovalifolium オオバイポクH－＋，Angelica decursiva ノダケH－＋，OsTmlnda ja－  
ponicaゼンマイH－＋；6：Coniogramejaponica イワガネソウH－2・2・Callicarpamollis ヤプムラサキS－＋，Me－  
lotriajaponica 

． 

＋・2，S－1・2，H－＋，AraclmiodesstandishiiリョウメンシダH－2・2， Euonymus fortuneivar．radicans ツルマサキS＋・2，  
H十・2，Cyrtomium fortuneivar．clivicoIum ヤマヤプソテツH＋・2， ConiograJ7meintermedia イワガネゼンマイ H＋・2，  
Picrasmaquassioides ニガキT2－＋，Viburnumplicatumvar．tomentosum ヤプデマリ S－＋，ロー＋，Zanthoxylumpipe－  
ritum サンシヨウS－＋，Cyrtomium falcatum オニヤプソテツH－＋，Polystichum tripteronジュウモンジシダH－＋，  
Ajuga decumbens キランソウH－＋．  

調査地 LocationinRelev6ref．no．1：Shimizudsuka 清水塚；2，3，4：Miyamawari宮廻り；5：Kajiwara4－Chome  
梶原4丁目；6：Ikenotani池之谷；7：Ⅰ地odo一向堂．   
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Tab．11 モウソウチタ林 phylLostac九ys helerocycLaf．pubesce71S forest  

a）チャノキ下位群落LowerunitwithTheasl…St  
b）ヤツデ下位群落 Lowerunitwith Fatsla jaPo7LtCa  

［二二互二工亘コ  Comunitynumber  

Relev6referencenumber  
Originalrelev6number（infield）  

Relev6date  

Relev‘size  
Altitude  
Aspect  
Slope  
Height of tree layer 
Cover of tree layer 
Height of shrub layer 
Cover of shrl）blayer  
Height of herb layer 
Cover of herb layer 
Number of species  

T
5
0
U
2
2
0
亡
U
N
5
3
n
U
2
0
5
5
0
 
 

4
Y
3
0
0
1
 
 
¢
U
2
 
 
1
1
Q
U
 
●
l
 
 
●
1
3
 
 

1
0
 
 
 

1
 
 
 

1
 

3
4
8
 

0
 
 
 

1
 

4
 
 
 

2
Y
T
2
0
銅
8
1
8
2
5
5
5
冊
3
0
1
6
9
5
．
5
1
〇
．
3
3
1
5
 
 

2
爪
〓
V
 
 
 

2
 
 
 

5
 

l
3
8
 

1
 
 
 
■
n
‖
V
 
 

1
 
 

両
脚
鵬
㈲
鵬
如
 
 

植栽樹  モウソウチク  
下位群落区分種   
チャノキ   
ヤツデ  

Planted tree：  
蝕yllostachysh？terOCyClaf・Pubescens  
Dii馴fl㈹r血ts：   
Fatsia japonica   

5
 
 
一
 
＋
 
 

T
 
H
S
H
H
㌻
H
訂
 
 

S
 
 

5
 
 
 

5
 
 

5
 
 

5
 

5
 
 
 

5
 
 

■
 
＋
【
 
 

一
 
一
 
 

一
 
（
 
 

－
＋
▲
 
 

－
 
 
■
 
 
 ▲

・
1
戊
・
2
 

＋
＋
－
一
 
l
＋
 
＋
 
 

＋
 
㈹
＋
＋
L
＋
一
 
 

キヅク  
トベラ  

マルバウツギ  
ヤプニッケイ  

叩eCleSOfCamellieteajaponicae：  
ヤブツバキクラスの  
アオキ   

Hedera rhombea   
Pittosporum tobira   
Del）tZia scabra   
Cinnam ja叩nicum  
Characterand differential  

Aucuba japonica  翻
 
 l

 
 

l
 
 

・
・
・
＋
 
・
＋
 
・
＋
 
＋
 
＋
 
・
・
・
・
・
 
●
 
・
・
・
＋
 
 

1
 
 

l
 
 

2
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 

・
・
・
・
・
＋
 
・
＋
 
十
 
＋
 
＋
 
・
・
・
・
・
＋
 
＋
 
＋
 
・
 
2
＋
l
＋
 
 
 

1
・
2
”
‖
1
・
2
・
H
＋
ワ
・
土
＋
－
＋
＋
‥
‥
・
 
媚
…
‥
＋
壬
‥
∵
‥
‥
・
‥
‥
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
区
 
 

S
H
S
H
T
I
H
一
日
S
H
H
H
㌻
H
日
日
H
S
H
H
H
 
 

Trachycarpus fortunei  

ⅣeolltSea Sericea  

Dryopteris erythrosora   
Ficus erecta   
Ophiopogon japonicus   
Liriope platyphylla   
Euryaja甲山∽   
Castanopsl守CuSpidatavar・Sieboldii   
Ligust叩JapOnicum   
Microleplamarginata   
Polystichtmpolyblepharum   
Ficus nipponica 
Ilexinte即a   
Elaeagnus glabra   
Pteris cretica   
Roムdea ja印加∽  
Co 

da  

シュロ   

シログモ   

ペニシダ  

イヌビワ  
ジャノヒゲ  
ヤプラン  
ヒサカキ  
スダジイ  
ネズミモチ  
フモトシダ  
イノデ  
イタビカズラ  
モチノキ  
ツルグミ   
オオバノ   
オモト  

随伴種   フジ  

ウ ソ ト モ ノ イ  

●
 
●
 
＋
・
十
 
 

●
 
●
 
l
 
●
 
 
 

．
．
．
十
一
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
⊥
－
 
 

出現1回の種Additionalsp？CiesoccuringonceinRelevらref・nO・1：Pleioblastuschinoアズマ  
ネザサS十・2，Po11iajaponlCa ヤプミョウガH－I，．Smilaxchina サルトリイバラH－I，Dioscor  
rea tokoroトコl＝H－†，Clerodendron trichotonTumクサギH－＋；2：Dryopterislaceraクマワラビ  
H＋・2，Zingiber mioga ミョウガH－；；3：伽ercusserrataコナラTl－I，Cornus controversa  
ミズキTr＋，PrunuslanneSianavar・SPeCio甲オオシマザクラTl－＋，IlexcrenAtaイヌツゲH－  
＋；4：Oplismenusundulatifoliusvar．JapOnlCuS コチヂミザサtl＋・2，CarexlanCeOlataヒカゲス 十 
ゲH・2，Polygonumfiliforme ミズヒキH■・2，Ophiopogonjap？nicus．var・CaeSPitosusカブダチ  
ジャノヒゲH＋・2，Stachyuruspraecox キブシS－†，BoehmerianlPOt10nユVea カラムシS－＋，Morus  
bombycis ヤマグワS－＋，Rubuspalmatusvar．coptophyllus モミジイチゴ S－I， KalopanaxplCtuS  
ハリギリS－I，LinderaumbellataクロモジS－I，Achyranthesjap？nica ヒカゲイノコズチH－十，  
Clematisjaponica ハンショウゾルH－＋，Phegopterisdecursive－Plnnata ゲジゲジシダH－I，  
AristolochiakaempferiオオバウマノスズクサH－＋．  

調査地 LocationinRelev6ref．no．1：Shimizugaeri清水帰り；2：Kamakurayama2LChome   
鎌倉山2丁目；3：馳胴血rayama4－ChoI肥 鎌倉山4丁目；4：Kajiwara4－Chome 梶原4丁目．   
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Tab．14  林縁性低木およびつる植物群落       バ  
（ノイラクラス Ros e t ea multiflo r ae Ohba，MiyawakietTx．1973）  
1）クズーアズマネザサ群落 れgγαγfαlo抽庄一Ple川bl丘5亡i5C九fMCOmunity  
2）センニンソウ群集   Clema tide tum t e rniflo r ae Miyawal（iet Fujiwara1968  

em．Murai（amiinMiyawal（i1983  
3）ハコネウツギ群落   Ⅳgigg，α亡0，。ggれ515COmmnity   

Conmunity number   

Relever reference number 
Originalrelev6number（infield）  

Relev6date  

Relev6size  
Altitude  
Aspect  
Slope  
Height of shrub layer 
Cover of shrub layer 
Height of herb layer 
Cover of herb layer 
Number of species  

群落区分   

通し番号 調査番号   

鋼査年月日（年）  

（月）  

（日）  

調査面陪（m2）  
海抜高匿（m）  

方位  
傾斜（○）  

低相の高さ（m）  
低相棒披率（％）  
草本層の高さ（m）  

草本層植被率（％）  

出現極致  

T
3
の
0
0
7
5
亡
U
 
S
 
O
3
ハ
リ
O
O
 
O
6
 
 

9
V
⊥
6
8
1
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．
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¶
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8
8
1
0
7
1
0
6
2
・
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0
0
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1
7
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7
¶
8
2
8
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1
0
2
2
4
5
3
0
醐
5
0
・
・
．
6
0
0
1
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1
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9
8
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1
 
 

T
4
8
9
9
5
2
W
5
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2
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3
9
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1
1
 
 
 

1
 

2
6
1
 

0
 1
 
 
 

4
 

1
9
8
 

2
1
 
 

Diai馴fⅧ1In輝 撞   
Artemisia princeps  ヨモギ   
Trichosanthes ctJCumerOides  カラスウリ  
Characteranddifferential卿iesof：   

Wisteria floribumda  フジ   
Vitis ficifolia var．lobata  ェビヅル  

2
2
3
1
 
 
 
2
 
 

1
2
3
1
 
 
 
＋
 
 

墨
誓
4
・
4
一
・
 
 

4
3
 
 
 
2
2
 
 

3
2
 
 
＋
 
＋
 
 

スイカズラ  
ツルウメモ  

Lonicera japonica   
Celastrus 

． 

Clematis terniflora  
Dii 

， 

Character弧ddifferentialspecies of  

Paederia scandens var．mairei  

Dios00rea ja印nica   
Dioscorea tokoro   
Akebia trifoliata  

Akebiaquinata   
鮎川s bo血ycis   

Deutzia scabra   
伽加s paⅣifolius   
Ampelopsis brevipedunculata   
Rubus palmatusvar．coptophyllus   
Rosa multiflora 
Co   

Miscanthus sinensis   
HtNrrulus scandens   

ド
 
 ヤプガラシ   

センニンソウ  

群落区分種   
ハコネウツギ  
higherunit：  
上級単位の標徴  
ヘクソカズラ  ＋

．
2
廷
．
2
．
2
戊
．
．
．
．
．
．
．
 
 

＋
＋
l
＋
＋
 
 

…
・
．
ぷ
1
・
2
‥
・
・
・
㌶
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・
・
2
月
巧
∴
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‥
ワ
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＋
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2
 
 
 
2
 
 2
 
 

1
1
＋
 
 

・
・
ギ
・
ト
2
＋
■
・
＋
‥
‥
 
 

＋  
2
 
 

2
 
 
 

1
 
 

ヤマノイモ  S，ロ  
トコロ  むH   

ミツバアケビ   S  

H   

アケビ  S，8   
ヤマグワ  H   

マルバウツギ   H   

ナワシロイチゴ H   
ノブドゥ  S   

モミジイチゴ  S   

ノイバラ  S  

随伴種  アズマネザサ  S，H   
ススキ  
カナムダラ    H  

1・2  

5
 
 
 

5
 
 

ギ
・
 
 

5
 
3
3
 
 
 

・
4
3
3
 
 

5
・
4
一
ギ
 
 

1
月
丁
 
 
 

3
 
 

3
 
3
 
 
 

2
2
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5
 
 
 
5
 
 

4
4
 
 

3
A
－
 
 

5
・
5
一
‥
 
 

出現1回の種AdditionalspeciesoccuringonceinRelev6ref．no．2：Rhussuccedaneaハゼ！キH－†； 
． 

elatior ブタクサH－1・2，Erigeron a皿uUSヒメジョオンH－＋・2，CommelinacorTmnisツユクサH－＋，Oenothera biennlS  
アレチマツヨイブサH－l，Lactucaindicavar．1aciniata アキノノゲシH－＋；5：血cuba japonica アオキH－2・2，  
Prunus jamasakuraヤマザクラH－1・2，Smilax chinaサルトリイバラH＋・2；7：Rosaluciae ヤマテリハノイバラH＋・2；  
8：Acanthopan平皿ipponicus オカウコギS－3・2，CallicarpajaponicaムラサキシキブS－2・2，Rubiaakane アカネSヰ・2，  
Melothria japonlCaスズメウリ S－＋．  

調査地 LocationinRelev6ref．no．1：Kurakubo倉久保；2：Shimizu清水；3：Dainine台峯；4，6：Kajiwara3－Cho－ me 35：kkodo  
梶原丁目；I 一向堂；7：Fujidsuka富士塚；8，9：Ohya大谷．   




